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曰本語諸方言に見られる形容詞語幹の長母音

新田哲 夫

￣

曰要

本士方言にはターケー，ターキャなど，語幹に標準語では現れない長母音をもつ形容詞

が存在する。この形式は新潟県中部北部，長野県秋山郷，石川県白峰，島根県隠岐西ノ島，

大分県国東半島付近，和歌山県田辺市（旧日高郡，西牟婁郡）付近などに離れて分布して

いる。本稿では，これらの特徴を記録した先行資料を整理し，筆者による５地域の記述調

査の概要を示す。また，得られた結果から通時的考察を行う。そこでは，これらの形容詞

に見られる長母音について，（a)短母音が長音化したという仮説と(b)長母音は短母音より

古く，長母音が現れる方言ではそれが保持された，という二つの仮説を提示し検討する。

筆者の結論は,音変化の自然さと地理的分布を主たる根拠として(b)長母音保持の仮説を支

持するというものである。ただし和歌山県田辺市の事例は，（a)の蓋然性があることを述べ

る。また，長母音に関連する促音（高い：タッカイ），擬音（甘い：アンマイ）をもつ形

式もいくつかの方言で現れるが，それらは長母音から発生した可能性についても述べる。

１はじめに

これまでの本土方言の形容詞研究では，その地域差を問題とするとき，活用の違いが

中心的な話題であった。例えば「高い」という語の場合，タカイ対タカカの語尾の違い

やタカクナル対タコーナルのウ音便の有無などが取り上げられてきた。本稿では，それ

とは異なり，語幹の違い，特にそこに長母音が現れるかどうかに注目する。すなわち，

標準語でタカイのように語幹の第１母音が短母音で現れるものが，方言においてはター

ケー，ターキャなど，そこに長母音が現れるものを扱う。また，これらの長母音との関

連で，語幹に促音・擁音をもつヤッスイ《安い》，ナンガイ《長い》などの事例について

も言及する。

本稿がこれから示すように，語幹にこのような長母音をもつ形容詞は，いくつかの方

言では多数の語に及び，また地理的な広がりを見せる。しかしながら，このような標準

語にない語幹の長母音をもつ形容詞（以後，これを単に「語幹の長い形容詞」という）

はこれでまであまり注目されなかったようだ。その原因の一つには，これらの語形が一

種の強調形，あるいは音象徴（soundsymbolism）的な現れと見なされ，ときには臨時

的な形として処理されてきたのではないかと推察される。だが，本稿で取り上げる先人

の記述や筆者の調査したデータを見ると，それらがバラ言語的（paralinguistic）な強調
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様式の問題ではなく，狭義の言語的（linguistic）な問題，すなわち形容詞語幹の「語形」

そのものの共時的・通時的問題であることが明らかになるかと思う。

本稿では，本土方言に現れるこれらの「語幹の長い形容詞」および促音・擬音をもつ

形容詞に関して，先行研究の整理を行い（２節)，この現象が現れる５地域の方言の共時

的な姿の概略を述べる（３節)。次にこれらの長母音とそれに関連する促音・擬音につい

ての通時的な考察を行い，仮説を提示する（４節）’。

なお，方言に見られる「語幹の長い形容詞」は標準語３拍の形容詞に出現し，４拍以

上のものにはほとんど現れない。ここでの考察は標準語３拍で，もともと語幹に長母音

をもたない形容詞が中心的な対象となる。

本稿で取り上げる主な地点を図１（論文末）に示す。図中の太字は，本稿の記述の節

で取り上げる主な地点である。

2．これまでの記述

この節では，語幹の長い形容詞がどのように取り上げられ，記述されてきたのかを全

国規模の資料と各地の記述にわけて整理する。

これまでの全国規模の資料，例えば「方言文法全国地図」や「日本言語地図」の地図

記号の与え方を見ると，「語幹の長い形容詞」に対応する記号の選定にあたり，専用の形

や色を与えられてないことから，この特徴がいくつかの方言間に共通するものであると

いう認識は薄かったように思う。また，各地の方言記述においても，他の地域でも散見

する共通特徴という認識は無論7tjK，その形容詞語形が当該方言の目立った特徴の一つ

として重視されることも極めて少ない。このような状況下，「語幹の長い形容詞」につい

て，この観点からまとめた資料を再構成して提示するのも意義があることと思う。

2.1全国規模の資料

２１．１『方言文法全国地図」（GAJ）第３巻

「方言文法全国地図」(以下GAJ)で本稿の考察の対象になるのは,１３６図｢高い(物)｣，

137図「高くない｣，１３８図「高くて｣，１３９図「高くなる｣，１４１図「高かった｣，１４２図

「高いだろう」，１４３図「高ければ｣，１４４図「高いなら」の資料である。語幹の長母音

が現れた地点とその語形を表１（論文末）で示す。データはそれぞれの地図の他，別冊

「方言文法全国地図解説３付資料一覧（活用編Ｉ．Ⅱ)』（以下「ＧＡＪ資料一覧｣）に

依った。表１の語形の先頭にあるチェック印は語幹の長い語形である。なお，石川県白

峰方言については，他方言との比較のため，新田の資料を加えた。
しもみのち

表１に見られる長母音の分布域は，新潟県諸方言，長野県下水内郡栄村（秋山郷）方
にしのしまちよう

言の他Iこ，島根県隠岐郡西ノ島町，大分県姫島村，宇佐市にある。このうち，新潟県村
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ごせんしかりわおぐにまち

上市，五泉市，ｽﾘ羽郡小国町［現長岡市2005.4合併]，長野県下水内郡栄村，また新田

の調査による石川県白峰村［現白山市20052合併］で全ての活用形に長母音が現れてい

る。活用形ごとでは，広範に長母音が見られるものの，１３６図「高い（物)」，１３７図「高

くない｣，１４２図「高いだろう」において，やや少ない出現数となっている。

表１にはあげてないが，GAJにおけるＴＡＧＧ－などの促音の分布域2は，山形県酒田市
あぐみやはた

飛島，酒田市一番町，飽海郡ﾉし幡町［現酒田市2005.11合併]，最上郡戸沢村，北村山郡

大石田町,曇7苛丘市である。山形県の日本海側と東北部に分布する。
図２（論文末）では，促音の分布域も示した。長母音を○印で，促音を▽印で表して

いる。促音の分布域は，新潟県の長母音地域と隣接していることが注目される。

２１．２『日本言語地図』（LAJ）第１巻

ＬＡＪで考察の対象となる語形は「アマイ／カライ／アライ／アカイ／フトイ／ホソイ

／コマイ」に対応する語である。これらの語形は，３８図「(塩味が）薄い｣，３７図「甘い」

／４０図「辛い｣，３９図「塩辛い」／２７図「粗い」／２８図「赤い」／２０図「太い」／２４

図「細い」／２２図「小さい｣，２５図「細かい」の項目に現れる。語幹の長母音が現れた

地点とその語形を表２に示す。なお，表２では，促音（擬音はない）が現れる地点はあ

げていない。例えばＨＵＴＴＯＩ，ＨＵＴＴＥＥ，ＨＵＴＴＥは山形県，宮城県，岩手県に多く見

られるが，出現地点は８０を越え，表に示すのは煩雑になるためである。

図３（論文末）では，上記項目のなかで，語幹の長母音（●印）が１例か２例以上出

現するか，大きさで分けて示した。

表２，図３では，語幹の長母音がＧＡＪよりさらに広い範囲で見られる。新潟県，大分

県国東半島付近とＧＡＪで示されなかった石川県白峰村，三重県志摩半島の先端付近，岡

山県西大寺市に複数の項目が見られ，鳥取，広島，兵庫，岐阜，福岡，熊本，千葉各県

に－項目の分布がある。項目別では「細い」の出現が目立つ。項目によって出現しない

地域があるが，これはその地域で対応する３拍語以外の別の語形が現れる場合も含んで

いる。例えば，《塩辛い》は，新潟県北部ではＳＩＯＫＫＡＲＥＥ，中越付近ではSYOPPAI

など，カライ以外の語形が分布する。これらは表２では空欄となっている。

促音については，図３で「細い」と「太い」の項目の分布をおおまかに示した。「細い」

の促音形（HOSS-）が山形県を中心に分布し，「太い」の促音形（HUTT-）は，それを

含み込むかたちで，より広範に拡がっている。

２１３『現代曰本語方言大辞典』

新潟市方言，佐渡方言，秋山郷方言他で，これに該当する多数の語を拾うことができ

る。ここにあげるのは，－つの基礎語彙の項目にあげられた各方言の見出し語である。

各見出し語の説明には，各方言の活用形の記載もあるがここでの引用では割愛した。ま
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た，そこで振られたアクセント記号も割愛した。

◎山形県余目町:クーレー《黒い》

◎新潟県新潟市:アーウエ《青い》，アーセァ《浅い》，アーメァ《甘い》，ウーセ《薄い》,カーテ《固

い》,カーリ《軽い》,クーレ《黒い》,クーレァ《暗い》,サーメ《寒い》,シーベ《渋い》,ターケァ《高

い》,ナーゲァー《長い》,ニーゲァ《苦い》,ハーイェ《早い》,ヒークイ《低い》,ホーセ《細い》,ヨ
ーウェ《弱い》,ワーケァ《若い》

◎新潟県畑野町･新穂町[現佐渡市2004.3合併ルアーオイ《青い》,カーテー《固い》,キーツイ

《きつい》,サーミー《寒い》,ヒーレー《広い》,ホーセー《細い》,マーリー《丸い》,ヨーウェー《弱

い》

◎長野県栄村(秋山郷ルアーウェー《青い》,アーケァー《赤い》,コーレー《黒い》,セーベァー《狭

い》,ターケァー《高い》,ナーゲァー《長い》,フェーコエ《低い》,フーレー《広い》,ホーセー《細

い》,マーレー《丸い》,ヨーウェァー《弱い》

◎石川県金沢市:カールイ《軽い》,マールイ《丸い》

◎千葉県多古町:マールイ《丸い》

◎神奈川相模原市:ナーゲー《長い》,ホーセー《細い》

◎和歌山県有田市:マールイ《丸い》

◎高知県高知市:ヒーロイ《広い》,ホーセー《細い》,マールイ《丸い》

新潟市の項で重要な'情報がある。それは４拍語に現れる長母音である。「明るい」と

｢短い」の２語に見られる。

◎新潟県新潟市：アカリ《明るい》,アカール,アカーリとも,アカールナッタ

ミジケァー《短い》,ミージケァナル,ミージケァバ

この辞書に記載されている他の４拍語・５拍語には現れていない（アブネァー《危

ない》，カナシー《悲しい》，オトナシー《おとなしい》，タノシー《楽しい》，アタラ

シー《新しい》，セワシー《せわしい》，メズラシー《珍しい》など)。すぐ後に示すが，

上記のような４拍（以上）の語に語幹の長母音が見られるのは新潟市（とその周辺）

の方言だけである。

２２各方言の記述研究と方言集

2.2.1新潟県諸方言

新潟県は他県と比べて，この現象に関して最も資料の多い県である。これはGAJ,ＬＡＪ

で広範な分布が見られることからも頷ける。

(a)吉田澄夫(1931）

吉田(1931)は新潟県の「語幹の長い形容詞」の記述としては最も早いものである。吉

田氏は１９０２年新潟市生まれであり，氏自身の出身地の資料と思われる。ここでは，形容

詞連用形のところで例外なしにウ音便になることが述べられている。ク活用ではナゴー
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（長く），ハョー（早く），ヒロー（広く），ヨー（よく），ノー（無く），シク活用ではア

タラシュー（新しく），ヒサシュー（久しく），セワシュー（忙しく）の例があげられ，

さらに

「そのやうに発音されることもあるが，尚更に発音の変化を来してゐる｡それはク活用の場合には，

語の第一音節が長音化して,終りの音節は短音化してゐる｡ナゴーはナーゴ,ハヨーはハーヨ，

ヒローはヒーロの如く発音され,シク活用の場合には,語の第二音節が長音化してアタラシュー

はアターラシュ,ヒサシューはヒサーシュ,セワシューはセワーシュの如く発音されるのである｡そ

してむしろこの方が多く用ゐられる゜」(p､36）

とある。これらの語幹の長母音は，連用形のウ音便で生じた長母音から変化したものと

捉えているためか，強調という記述はない。また,他の活用形（例えば終止形）について

長音化があるかどうかの言及はない。

このなかで，標準語４拍以上のシク活用形容詞「新しい，久しい，忙しい」で長母音

が現れる記述は注目に値する。こうした例は実は珍しく，後に述べる諸方言では原則３

拍語に限られる。また，「新しく」がアターラシュであり，アタラーシュではないことも

留意したい。

(b）竹内三一郎(1954）

竹内(1954)は新潟県茜篝篇郡繍村上和納（|日岩室村和納[現新潟市20058合併]）
方言の記述のうち，形容詞活用に関するものである。

形容詞の基本形，条件形（～（)，推量形（～カロー)，夕形（～カッタ)，ナル形（～

ナル）の複数の活用形に長母音が現れている（下線部)。以下の引用のまとめは新田によ

るもの。長母音が強調という記述は特にない。

。｢長い｣(ai型）

ドーシテソンガニナーガカローニバ｡ソンガエニナーガカツタカ｡モーエツシヤク《－尺》{ナー

ェZ,ナーご}ナルトエーンダドモ｡コノキユーリ《胡瓜》ワナーガエ(ナエ)。ナーガエキユーリダ

ナヨモーチートナーガエバエードモ。

他にセーマエ《狭い》， ターカエ《高い》の語も同様。

。｢寒い｣(ui型）

サームカローニ,サーム(サーメ)カッタ， サームエ(サーメ)， サームエ(サーメ)コト,サームコニバ。

サーブコニ，サーベとも。

。｢黒い，白い｣(oi型）

シロナル，クロナル;シーロナル，クーロナル;シローナル， クローナル。

｢シーロ｣｢クーロ｣が普通の言い方。

(c）加藤正信(1962）

加藤(1962)は新潟県諸方言の動詞・形容詞のウ音便を扱った論文であるが，列挙され
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た形容詞の語例に長母音が見られる（表３下線部)。地点名のあとの括弧は話者の西暦の

生年である。語幹の長い形容詞は下越（県北部）・中越（県中部）に分布する。

表３加藤(1962)に見られる語幹の長い形容詞

地点、語例高くて 高くなる 白くて白くなる

碧諮郡iri乖狩鋤↑(96）

岩船郡山北村鳥皇(,o）

岩船郡蕾１１７村芙薑(87）

岩船郡関川村筌笂(92）
にいつくさみず

新津市草水(12）

謀市篤千(07）
ながた

長岡市長田(02）

長岡市辮(０７）

示羊客市苫等(95）

上型gQﾕJＱ唖gQﾕｭﾕｴILI

皿E但ｇｇﾕﾕ且,処９９ﾕ｡且ta9gna刊ruJ,止旦19匹４．１２１１ユ

処９９ﾕﾕ且型9山ＩI且

tago7de ta9ona7rul

ta2ko可tetaxkona可ruJ､taXkena可、，

sixro刊desiBrona可rllJ

siHro可desi8rona､ruJ

siroUesixrona､ruJ

siXroUesirona可、Ⅱ

''１１２９ｺ1且l111plﾕ且ﾕｴIＩＬ

処ｇｇｕ且

ta2kO可tｅ

型991ﾕｭｺｴ111,匹g旦旦且ﾕｴ111siro丁desi2rona可ruJ

taXkona､rul li:ro可te IiHrona可rIu

takaklllte

ta､kakuJte

taHkana可rul Ji可rokulteJironaYul

Ji可rokluteJTrokIunarultakakmna1rm， taRkana可ruJ

(｡）劔持隼一郎(1964)，安藤潔(1997）

劔持(1964)は岩船郡彙嶌清村方言の記述報告で，そこには「ターゴーネエー《高くな

い》，ターゲ《高い》」の２例が見られる。

安藤(1997)は同方言の語彙集と語学的，歴史・民俗学的な論考で，以下を記録する。

「ふ－ぎｲ《低い》｣(p278）

「は(－)いェ(_)《早い》’た(_)けェ(_)《高い》，すィ(－)れェ(_)《白い》’か(_)りイ(－)《軽い》」

（p､290）

１番目の例「ふ－ぎイ《低い》」の「ふ」は無声両唇摩擦音十中舌母音を写したもので

あろう。２番目の例の第１音節，第２音節とも長音化はオプションであるような表記で

あるが，「た－けエー，た_けェ，たけエー《高い》」が現れ得る形で，両方とも短い「た

けェ」は出現が少ないと予想される。

(e）都竹通年雄・早川宏・渡辺綱也(1974）

都竹・早川・渡辺（1974:43)には，事例の具体的な説明はないが，新潟県の形容詞の地

図が示されている。「夕活用形容詞の第１拍の母音が伸びたもの，例，サーメ（寒い)」

が中越を中心に７地点，「夕活用形容詞の第２拍に促音が入ったもの，例，フッテ（太い)」

が３地点見られる。長母音に注目して地図化した最初のものと思われる。

(f）上野善道(1984）

上野(1984)は新潟県村上市（|日村上市内）方言のアクセントの記述報告である。周辺

部の山辺里，岩船,上海府の各旧村の記述も含む。以下は村上市内のうち旧村上町（町人
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町）の「暗い」の例で，「／クーレァ（終・体)，クーロ（なる，ない)，クーロカッタ（終・

体）／」とある(ｐ374)。

(9)渡辺富美雄(1992）

渡辺(1992)は，先にあげた『現代日本語方言大辞典｣第１巻の新潟市の記述である。「終

止形では長音化現象がある。［クーレ］（黒い)，［トーウェ］（遠い)，［ナーゲー］（長い）

となる」とある（pl46r)。

(h）大橋勝男(1998）

大橋(1998）「新潟県言語地図」は新潟全県をカバーする研究成果である。その中の形

容詞項目で語幹の長い形容詞が見られる。

Ｍａｐ４「赤い｣:アーケ(岩船郡関川村大島）

Ｍａｐ２３６「粗い｣:アーレー(新潟市窪田町）

Ｍａｐ２０９「うすい｣:アーマイ(中条町桃崎浜[現胎内市2005.9合併])，アーメー(新潟市寺尾，

佐渡郡新穂村上大野[現佐渡市2004.3合併])，アーメ(山北町北中)，ウーセー(新潟市窪田

町)，ウースイ(新潟市小針台）

上記の他にもＭａｐ２３５「細い」で見られる語幹の長母音は分布域が広く，ホーソイが

下越，中越を中心に１６地点，ホーセが中越を中心に９地点ある。

また，ウ音便を見る項目Ｍａｐ２７「高くなる｣，Ｍａｐ２８「安くなる」では，さらに多く

の語例と地点を見いだせる。大橋(1998)の形容詞の分布図は，もともと語尾や音便の違

いを描くもので，語幹の長母音に注目した作図ではない。Ｍａｐ２７「高くなる｣，Ｍａｐ２８

「安くなる」について，大橋(1998)の同図を語幹の長母音に注目して書き直したものを

図４，５（論文末）で示す。白地図は大橋(1998)の地点図を利用した。

図４，５では，●○■□△の大きい記号がターコー，ターコ，ヤースー，ヤースなどの

「語幹の長い形容詞｣，斜め線／を用いたものが非ウ音便形タカク・ヤスクの類を示すの

が原則である。両図とも類似の分布を見せる。すなわち，語幹の長い形容詞は，中越と

下越を中心に分布することがわかる。さらに図５で佐渡にヤースが３地点(両津市両尾，

佐渡郡新穂村上大野，佐渡郡小木町田野浦［以上現佐渡市])，上越にも早川上流部の糸

魚川市大平と姫川谷の糸魚)||市山之坊に見られる。

これら二つの図で重要な点は，これらの現象とウ音便の分布とがほぼ重なることであ

る。ただし，非ウ音便でありながら語幹の長い形容詞であるヤースクが図５で３地点（岩

船郡関川村大島，新発田市上荒沢，南蒲原郡田上町下吉田）ある。また，促音のヤッス

クが１地点（中頚城郡清里村赤池［現上越市清里区20051合併]）見られる。
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２２．２山形県庄内方言

(a）井上史雄(2000）

GAJの資料（図１）やLAJでは山形県に語幹の促音の分布が見られる。井上(2000:455）

によれば，庄内地方にはヒッギ《低い》，アッゲ《赤い》，カッデ《固い》，フッケ《深い》，

サンミ《寒い》，アンメ《甘い》など，形容詞語幹の音韻に関連して促音，擢音が現れる

という。これらの語幹の形式と音韻の関係は，後に示す高知県，和歌山県の条件と同じ

である。さらに，井上(2000:236-241)では，語幹の例として「高い」TAGGA-ないし

TAGGEA-，「暗い｣KUURA-ないしＫＵＵＲＥＡ－が示されている。「暗くない」の事例では，

この地域で無活用化とともに，クレ→クーレの語幹の３音節化が起こった３と述べている

(ｐ237)。

(b）新田哲夫(1994）

拙論(1994)は鶴岡方言アクセントの記述であるが，一部，形容詞の記事を含む（原文

の音素表記をカナ表記に改める)。旧鶴岡市の話者（1927年生，女）で，アッゲァ《赤

い》，アッセァ《浅い》，アッズ《厚い》，ウッス《薄い》，オッセ《遅い》，カッデァ《固

い》，ホッシ《欲しい》，サンムイ《寒い》，チッケァ《近い》，フッケァ《深い》が見ら

れる。なお，第２拍に/ｒ/の音をもつ語は，クレァ《暗い》，シレ《白い》，ヒレ《広い》

など短い語幹で現れる。それより若い話者（1937年生，男）では，先にあげた促音・嬢

音が全て消えて，アゲァ《赤い》，アセァ《浅い》などのように実現している。なお，よ

り高年層の話者（1925年生，男）では，「白い」でシーレ[sixre]の長母音が現れることが

注目される（plOO)。

2.2.3長野県秋山郷方言

長野県下水内郡栄村屋敷（秋山郷）方言については，ＧＡＪや『現代日本語方言大辞典」

において語幹の長い形容詞の記録（馬瀬良雄氏による）が見られる。その語数は多く，

ほとんどの３拍形容詞が長音化しているといっていいほどである。しかしながら，この

方言についての詳細な記述である馬瀬(1982,1992)では，これついて特に言及がない｡「現

代日本語方言大辞典』に記載されている形容詞をまとめたのが表４である。アクセント

を“］，,で示す。アクセントの現れ方に若干不統一があるが，そのまま引用する。

表４長野県下水内郡栄村屋敷（秋山郷）の形容詞

基本形ナル形

青いアーウェー］アーオ]コナロ，アーウェ]コナｐ

赤いアーケァー アーカコナ]ロ，アーケァコナ]ｐ

黒いコーレ]_コーロ]コナロ，コーレ]コナｐ

狭いセーベァー］セーバ]コナロ，セーベァ]コナロ

条件形

アーウェケ]バ

ァーヶァヶ]バ

コーレーヶ]バ

セーベァヶ]（

併用の基本形

アウェー]とも

アケァーとも

コレ]－とも

セベァー]とも
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ターケァー］

ナーゲァー］

フェーコエ］

フーレー

ホーセ]－

マーレー

ヨーウエアー］

ターカ]コナロ

ナーガルコナロ，

フェーコ]コナロ

フーロコナ]ロ，

ホーソ]コナロ，

マーロコナ]ロ，

ﾖ]ワコナロ，

ターケァ]コナロ

ナーゲァ]コナロ

ターケァケ]バ

ナーゲァケ]バ

フェーコエヶ]バ

フーレケ]バ

ホーセーケ]バ

マーレーヶ]バ

ヨウェァヶ]（

タケァ]－とも

ナゲァー]とも

フーレコナ]ロ

ホーセ]コナロ

マーレコナ]ロ

ヨウェァ]コナロ

プレーとも

ホセ]－とも

マレーとも

ヨウェァー]とも

表４では，辞書の見出し語が「語幹の長い形容詞｣，その併用形で短母音のものをあげ

てある４．－方，見出し語になく，説明の中に併用としてあげられているもの（例えば，

“【サベー］《寒い》】，サ]ボコナロ･サベ]コナロ,サベケ]（,サーベー]とも，，とあるもの）も

多数ある。併用の記事を拾って列挙すると次のようになる。

アーメァー(甘い)，アーセァー(浅い)，オーセー(薄い)，エーゴ]エ(えぐい)，オーセー(遅い)，

カーレァ](辛い)，カーレー(軽い)，サーベー](寒い)，シーレー](白い)，フーレー](古い）

この方言の語尾や語幹末母音5の融合の在り方には規則性が見られる。GAJやこれまで

の馬瀬(1992)の報告によれば，基本形の語尾融合の変化は，ａｉ＞ex，ｏｉ＞ex，ｕｉ＞Ce,ｅxの

ようになる。

テ形は，GAJによれば-kodeの語尾６（標準語の～クテに対応）をもち，表４のナル形

と同様，２種の語幹に付く（例えばtaXkakode,taXk8kode)。

これらをまとめると次の表５のようになる。「語幹１」は語幹末母音が長母音となる独

立した語幹で，「語幹１，」は「語幹１」の語幹末母音の短い形である。これも独立した形

の－種で，馬瀬(1982,1992)では，この語幹をもつことを「無活用化」と呼んでいる。な

お，語幹２は独立していない語幹である。

表５長野県下水内郡栄村の形容詞語幹末母音

さて，問題となる語幹の長母音については，表４，５にある全ての活用形に現れている

（表１の資料でも全ての活用形に現れる)。ただ，表４に併用形の記載もあるように，短

母音の形も同時に存在する。これらの新旧については，ＧＡＪ資料一覧が参考になる。以

下のように示されている。「高い」のテ形については「takakode,taxkakode誘注，taXkekode

古」（ｐ431)，その注として「taxkakodeはく昔の年寄りが使った>」（ｐ794)とあり，ナル

－４５－

語幹（用いる活用形）、標準語語幹 aiの語幹 oiの語幹 uiの語幹

語幹１（基本形） ＥＸ ｅｘ Ｃｅ，ｅｘ

語幹１
，

(条件形-keba，ナル形-konaro，テ形-kode） ８ ｅ ｅ

語幹２（ナル形-konaro，テ形-kode） ａ ０ ０



形については「takakonarqtaxkakonaro古」（p､431)とある。taXkakode,taxkakonaroの長母

音形はこの方言の古い層に属していることがわかる。表４の「高い」の例では，ターケァ

ー]，ターカ]コナロ，ターケァケ]（が，古い時代の最も優勢な語形だったようだ。

筆者は２００３年６月に秋山郷を訪れたが，小赤沢（話者１９１９年生，男）では長母音の

語形を使用せず，また聞いたこともないという。また，和山（話者１９２４年生，男）では

昔の人が使っていたのを聞いた記’億がある，自分で言うとしたら“強調,,していうとき

taxkekkex《高かった》，saXbukke8《寒かった》というかもしれないという話である。秋山

郷方言では，「語形」としての「語幹の長い形容詞」は，現在ほぼ消滅したか消滅しかけ

ていると言えよう。

なお，長野県下水内郡栄村屋敷（秋山郷）方言では，４拍形容詞については長母音化

する例を見い出し得なかった。

２２４石111県白峰方言

白峰方言は北陸の中では徹底した長母音をもつ方言であるが，地理的な分布域がきわ

めて限られ，組織的に現れるのは石川県ではここだけである。

(a）『ＮＨＫ全国方言資料』

「ＮＨＫ全国方言資料第３巻東海・北陸編」の「石川県白峰村白峰」は１９５６年の

録音である。以下の引用は拙論(2004a)によって改訂した。

◎サルドシワトシガローリチューケットカ《申年は年が悪いというけれど》(ｐ127,［1893年生，

男]）

◎ローキセシューニマカシテオロッテ《若い人たちにまかせていましようって》(ｐ129,［1892年

生，女]）

(b）岩井隆盛(1959,1962）

岩井(1959,1962)は「白峰村史」の中にある方言記述である。岩井(1959:439)で６語の

語例があげられ，同書(1962:300-302)では,多数の形容詞を語尾にしたがって，「あい類｣，

「うい類｣，「いい類｣，「おい類」に分類し，それぞれどのような形式をとるのか整理し

ている。ターコナッタ（高くなった)，カートナッタ（固くなった）などの連用形の記述

もある。

(c）新田哲夫(2002）

拙論(2002)はアクセントも含めた形容詞活用全体の記述で，資料を付している。白峰

方言についてはこの記述をもとに３節で詳しく述べる。
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2.2.5島根県隠岐方言

島根県隠岐方言については，この件に関する個別の記述情報が少ない。GAJ，LAJの

他，「ＮＨＫ全国方言資料第８巻辺地・離島編Ⅱ」に１例見られるだけである。いずれ

も嶌箭の西ノ島町のものである。
にしのしまちよう う力。

◎島根県西ノ島町黒木字宇賀方言

サーピダケンクピテノゴマイテ《寒いものだから首に手ぬぐい巻いて》(p294,［1890年生，

男]）

２．２６大分県方言

(a）『姫島村史』

姫島村史編纂委員会編(1986）「姫島村史」の第９編「方言，地名」第１章「姫島の方

言」（pp429-451)には１７語があげられている。語末母音においては，ａｉ＞eX，ｏｉ＞ｅ:，

ｕｉ＞ｉｘの母音融合が見られる。

◎あ_え_《青い》,あ一けえ《赤い，明るい》,あ－ちい《熱い,暑い》，ええぎい《えぐい》’きいね

え《[きない]黄色い》,こうえ－《[こわい]疲れた》,さ－でえ《[さどい]すばしこい》,さ－びい《寒

い》,じ一りい《[じるい]平気》’だ－いい･だ一りい《だるい》,つうえ－《強い》,な－げえ《長い》’

ぬ－りい《ぬるい,おそい》,ね一くえ《粘い》’は_え_《早い》,や－ええ《[やわい]柔らかい》’

わ_りい《悪い》

(b）松田正義・曰高貢一郎(1996)，松田正義・糸井寛一(1993)，松田・曰高(1993）

松田・日高(1996）『大分方言３０年の変容』には次の記述がある。

「短音長呼の傾向が，宇佐･国東や西部方言などにある。例:ターケー(高い)，ツーイー(強

い)。逆に長音短呼の傾向は全県的に弱い」（大分県方言の特徴，同書ｐ､20)「オーシー(遅

い)･エーレー(偉い)のような,３音節の形容詞を引きのばしていう傾向」(宇佐市長洲方言，同

書ｐ350）

「アーケー･シーリー･オージー(恐ろしい)･ヌーキー(暖い)のように，引きのばす発音は西国
にし<にさきまたままち

東郡の名物ですｶﾐ，豊前にもこの傾向はあります」（西国東郡真玉町上真玉[現豊後高田市

2005.3合併]，同書ｐ409）

また，松田・糸井(1993）『方言生活３０年の変容上巻｣，松田・日高(1993）「方言生

活３０年の変容下巻」は，約３０年の間隔をおいて収録された二つの時代（上巻は１９５０
ながすまち

年代，下巻は１９８０年代）の談話資料であるが，そこでも宇佐郡長i)ﾄﾄ|町方言，東国東郡

国東町[現国東市2006.3合併]方言,東国東郡姫島村方言,西国東郡真玉町方言などで，

用例を見いだすことができる。一部を抜粋する（下線部は新田による)。

◎宇佐郡長洲町:フンナーモーゴースナッタキー《それじゃ,もう遅くなったから》(老年男，上
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巻p,322）

◎東国東郡国東町:ウーンアーケノコーツクッチョッタホデー《うん,赤いのぱかり催こそ)作っ

ていたから》(老年男，下巻p,30）

◎東国東郡姫島村:ウーンホナーアンターケーケドイッピキマケチャンデーコー《うん，じ

やあ,あの’高いけど－匹まけてやるから》(老年男，下巻p､50）

◎西国東郡真玉町:オムタヨリーハーヤカッノZナー《思ったより早かったなあ》(老年女，下巻

ｐ477）

(c）西田祐史(1995）

西田(1995)は大分大学教育学部に提出した卒業論文である。松田・糸井(1993)，松田・

日高(1993)の記述を踏まえ，この現象について，大分県北部西部２３市町村で７４名を調

査し，県内の地域差・世代差を明らかにしている。出現の頻度が高い||頂で，西国東郡真
か力、ぢ

玉町，同香々地町［以上２町豊後高田市2005.3合併]，東国東郡国見町［現国東市2006.3

合併]，豊後高田市,宇佐市観郡丘|薯町[現杵築市200510合併]，宇佐郡院内町，
いんない

同妾｣艦iif[以上２町現宇佐市20053合併]，中津市にこの現象が見られる。活用形は
未然形（～ウ)，連用形（～ナッタ，～夕，～テ，～ナイ），終止形（言い切り，～デス，

～ノ［疑問])，連体形（～体言)，仮定形（～（)，語幹＋ソウダが調べられている。～

ウ，～夕，～（，語幹十ソウダの出現が他と比べて少ないことが示されている。

２．２７和歌山県方言

和歌山県の形容詞の特徴は，１９３３年（昭和８年）に出版された二つの資料で確かめる

ことができる。一つは(a）『和歌山縣方言」であり，もう一つは(b)與田左門「紀北地方の

形容詞」である。古い時代の和歌山県内の方言の様子を映す，大変有益な資料である。

(a）『和歌山縣方言」

和歌山縣女子師範學校・和歌山縣日方高等女學校(1933）「和歌山縣方言」は，７０年以

上も前の方言集であるが，収録語数，地点数とも充実した内容を収める。本書の前半に

あげられている「和歌山縣方言の特徴」においては，

形容詞の最初の短母韻を長母韻とす｡アアオイ青い,タアカイ高い。

形容詞に促音を入れる。アツカイ赤い，キツツイきつい（Ｐｌ５下段）

とある。形容詞の長母音と促音の形が方言特徴の一つとして考えられている。特にこれ

らが強調という記事はない。

方言集本体には，１７語の語幹の長い形容詞（下線部）と１５語の促音・溌音の形容詞

が記録されている。表６に現れた例を音韻環境に分けてあげた。見出し語と地域名は原

著表記のままである７．
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表６『和歌山縣方言」の語幹の長い形容詞

促音・擬音・長母音の現れは，２拍目の子音の`性質に依存している。阻害音（破裂・

破擦・摩擦音/k,ｃ,s/）では促音，鼻音（/ｍ'０/）では擬音が現れ，他の音の流音（/r/）や

母音（/，/）が連続するとき長母音が現れる。問題の中心である長母音は，２拍目の子音

が阻害音（この資料では摩擦音を除く）と鼻音の音韻環境でも現れ，タアカイとタツカ

イ，アアマイとアンマイのように二つの形をもつものも示されている。

長母音,および促音･擬音をもつ形容詞の県内の地理的分布には大差は見られないが，

西牟婁郡，日高郡，有田郡などの紀伊半島南西部に比較的多く現れている様子である。

この方言集の語例には，アツコニ「赤く」，ユウルニ「緩く」，クウロウ「黒く」も散

見し，連用形でもこれらの形が現れたことを窺わせる。

この方言集で特記すべきことは，標準語５拍「美しい」でウウツクシイ（日高郡，西

牟婁郡)，ウツツクシイ（西牟婁郡）の語例が見られることである。これらは長母音，促

音形を指す。新潟市方言以外の他の方言では，標準語３拍以外で現れる例は珍しく，こ

の２例は特異なものである。
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/k／

赤いアアカイ市海有日西東

赤いアツカイ市海有西東

高いタアカイ海那伊有日西東

市海那高いタツカイ日東

近いチイカイ西

近いチツカイ市海有日西

低いヒツクイ市海那伊有日西東

深い フツカイ市海那有日西

狡猜いスツコイ東

/t/,／c／

固い カツタイ市海那伊有西東

太いフツトイ市

暑い アアツイ有日西

厚い アアツイ 有日西東

暑い，厚いアツツイ伊西東

/s／

薄いウツスイ市海那伊有日西東

細いホツソイ市海伊有日西東

易いヤツスイ市海那伊有日西東

/r／

辛い カアライ海那伊有日西

軽いカアルイ市西東

暗い クウライ市伊日西

黒いクウロイ市海伊西

荒々しいゴウツイ市西

新しい サアライ 伊有西

ぬるいヌウルイ那

古いフウルイ 日東

丸いマアルイ西

/，／

青いアアオイ市海那伊有日西東

/ｍ/,／U／

重いオオモイ西

甘いアアマイ市海有日西

甘いアンマイ那伊有日西東

市海長いナンガイ西

苦いニンガイ海那伊

市：和歌山市，海：海草郡，那：那賀郡，伊：伊都郡，

有：有田郡，日：日高郡 西：西牟婁郡，東:東牟婁郡



(b）與田左門(1933）

與田(1933）「紀北地方の形容詞」は「士の香」９－１に載るガリ刷りの手稿である。母音

と子音の長音化の例が示され，アクセント（高い部分を示す文字上のバーを，［］で囲む

表記に改める）が付されている。「長音化によってその形容詞の意味を強める方法は形容

詞にもある」（ｐ５）とあり，「強調」の－種と見ているようである。

母音の長音化

クー[ロ]イ(黒い）シー[ロ]イ(白い）

アー[力]イ(赤い）トー[ワ]イ(遠い）

テー[サ]イ(小さい）サー[ﾗ]イ(新らしい)等々

子音の長音化

アシ[サ]イ(浅い）アン[マ]イ(甘い）

ワシ[力]イ(若い）チッ[サ]イ(小さい)等々（pp5-6）

長母音は，／rバクーロイ，シーロイ，サーライ），／w／（トーワイ）の流音・わたり音の

sonorantの前だけでなく，／k／（アーカイ），／sバテーサイ）の阻害音の前でも現れてい

る。また，溌音は，／mバアンマイ）の鼻音の前で現れる。

和歌山県の広い範囲で，形容詞アクセントは２種があるが，これらの語例では１種し

か現れていない（非長母音の場合は[ｸ]ロイＨＬＬと［アカ]イＨＨＬなど)。本文では，

「此処にはアクセントを付けて見たが面白い事には，之等のアクセントは普通の日本式の，pitch

accentではなく，西洋式のstressaccentである事である｣(ｐ６）

とある。stressaccentかどうかの真偽はともかく，通常の弁別的アクセント以外の要素

が加わったものとみることができる。強調に用いられるアクセントの実現を記述したも

のであろう。

(c）村内英一（1982,1959）

村内(1982）「和歌山県の方言」でも，この現象は強調の形式という見解である。

「また,強調して言うときに長音化するということもあり，「赤い｣を｢アーカイ｣，「高い｣を｢ターカイ」

などと言う｡ただし,強調のためには促音を挿入して｢アッカイ･タッカイ｣ともなる｡」(pl75）

とある。阻害音のとき，長母音と促音が現れることが示されている。擬音の例はない。

村内(1959)の東牟婁郡高池町（古座川町）［現田辺市2005.1合併］では，「高く砂を積

め」の「高く」に対する形容詞の副詞形として，「タコ，タコー，タコーニ，ターコ，

ターコニ，タカニ，タカーニ，タッカニ」の例があげられている。下線部（新田による）

に語幹に長母音，促音をもつ形が見られる。
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２２８愛媛県周桑郡方言

杉山正世(1930）「愛媛縣周桑郡丹原地方言語集第二稿本』は愛媛県周桑郡丹原［現西

条市２００４１１合併］だけでなく，今治市，越智郡，新居郡氷見町，新居郡（新居郡全体を

指すものか？)，伊豫郡，喜多郡大洲町の'情報もある。謄写版ガリ刷りの手稿である。

この方言集であげられている語は３語である。

アーカィ《赤い》〔今治も〕，ターカィ《高い》〔大洲も〕，ヒークイ《低い》〔大洲も〕

わずか３語だけであるが，語幹の第２拍に／ｋ／という阻害音をもちながら長母音で現

れる例が愛媛県に存在する（した）証拠として意味がある。なお，これに対応する促音

をもつ例は見えない。また，擬音をもつものはコマイ《小さい》に対応するコンマイが

見られるだけである。これらに特に強調という記事はない。

2.2.9高知県方言

(a）服部四郎(1933）

服部(1933）「アクセントと方言」の第二章の註に，高知県士佐郡一宮村徳谷［現高知

市1932.6編入］方言の形容詞の記述が見られる。アクセント記号の上線の部分を［］で

囲んで引用する。

「高知県土佐郡一宮村徳谷方言では,形容詞に，二種の形とアクセントを有するものが多い。

（後者は意味が強い)〔[アカ]イ,アシ[力]イ〕(赤)，〔[夕]カイ,タツ[力]イ〕(高)，〔[アツ]イ,アシ[ツ］

イ〕(厚)，〔[カタ]イ,カツ[夕]イ〕（堅)，〔[ク]サイ，クッ[サ]イ〕(臭)，〔[ナ]ガイ,ナン[ガ]イ〕(長)，

〔[アマ]イ,アン[マ]イ〕（甘)，〔[シ]ロイ,シー[ロ]イ]（白），〔[ハ]ヤイ,ハー[ヤ]イ〕(早)，〔[ﾖ]ワイ，

ヨー[ワ]イ〕(弱)，〔[アオ]イ８，アー[オ]イ〕(青)。この中，促音･溌音を含むものの方が,長母音

のものより強い感じがすると云う。」（pp20-21）

服部(1933)の記述から，促音，擬音，長音の現れ方が第２拍目の子音に関係している

ことがわかる。第２拍目の子音が，／ｋ,ｔ/の破裂音。／ｓ/の摩擦音.／ｃ/の破擦音の阻害

音のとき促音が，／ｍ,Ｕ/の鼻音のとき溌音が，／ｒ/の流音，／j,ｗ/のわたり音，母音ゼロ

のとき長母音が現れる。また，これら長音節になったときには，ＨＨＬとＨＬＬのアクセ

ントの対立が中和して，ＬＬＨＬの－つになることがわかる。

(b）土居重俊(1958）

土居(1958）「士佐言葉」は，高知県方言の全体の詳細な記述である。本書に形容詞の

長母音，促音，擬音の報告がある。

土居(1958)では，県内の地域差および「強調」に関して，次の指摘をしている。すな

わち，「高知県にはカルイ《軽い》・カタイ《固い》・ナガイ《長い》というほかに，（１）

カールイ・カツタイ，ナンガイという地域と，（２）カルーイ・カターイ・ナガーイとい
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う地域がある。（１）は高知市およびその周辺，（２）は大豊郡，幡多郡その他で使用さ

れる。これらは「大体固定的習'慣的」であるが，やはり強調して言う場合に長音化する

ことは争えない」（ｐ68,ppl94-195）という。

また，上記（１）の地域では，先の服部(1933)の報告と同様の関係が見られる。本書

にはクーロイ《黒い》，ヨーワイ《弱い》，チッカイ《近い》，カックイ《角い》，ナンガ

イ《長い》の例を見いだせる。なお，（２）の地域については，音韻条件とは無関係に第

２音節の母音が延びるという報告である。

これらの形式のアクセントについても記事がある。高知市方言では３拍形容詞ＨＨＬ

（｢軽い」など）とＨＬＬ（｢長い」など）の区別があるが，カールイなどの（１）の地域

においては，この第１音節が長音節の形式は，アクセントの対立が消失して，全てＬＬＨＬ

になる。なお，カルーイなどの（２）地域では，ともにＬＨＨＬで実現するという（pl20)。

アクセントについても，（１）の地域については先の服部(1933)の記述と同じである。

このように高知県方言における形容詞の音韻条件と長音節の関係，長音節をもつ形式

でのアクセントの中和は，先に述べた和歌山県諸方言と共通する点がある。

２２．１０その他の方言

中井幸比古(2002)には，松谷輝一「舞鶴地方に於ける方言の－考察」(1936)からの語例

で，アーオイ，カーライ，カールイ，ターカイ，ニーガイが見えるが，筆者は原書につ

いては未見である。この語形が，地理的に新潟県と隠岐をはさむ日本海側で見られるの

は注目すべきであろう。

先にあげた服部(1933)には氏自身の出身地三重県亀山方言の例，「[ア］ツカイ，［ウ］ツ

スイ，［ス]－イ」がくだけた会話に多く現れることが示されている（Pl8)。「あっぱれ，

やっぱり，あんまり，おんなｕまんま（儘)」と同様に，強調の形式がたびたび用いら

れることで固定し，言語の体系の中へ摂取された例としてあげられている。９

3．主要方言の記述

この節では，語幹の長い形容詞が現れながら，異なる活用体系をもつ５地域６つの方

言の記述を行う。主として取り上げるのは，
いわふねせきかわほおさか

新潟県岩船郡関｣11村ﾈﾄ坂

石川県'百ili市旨薩方言［'日石川郡白峰村字白峰］

大分県宇佐市妾｣蝋iif紺［|日宇佐郡安心院町飯田］

島根県盧陵郡茜ツ蔦iii機狂

和歌山県田辺市籠漁村管桟［旧日高郡龍神村宮代］

和歌山県田辺市織［旧罐識芙澪粁熊野］
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である。最後の二つはまとめて述べる。

方言の形容詞記述を行う前に，語幹の種類を分類しておく。標準語形ではイを取った

ものを語幹と定め，語幹末に現れる音韻の種類によって，ａ語幹，ｕ語幹のように呼ぶ。

これらの分類は，方言の語形と標準語の語形との対応を見るときに必要なものである。

ａ語幹………語尾ｉの前の語幹末母音がａのもの（｢暗い｣｢高い｣｢少ない｣）

ｕ語幹………語尾ｉの前の語幹末母音がｕのもの（｢軽い｣｢安い｣｢明るい｣）

ｏ語幹………語尾ｉの前の語幹末母音がｏのもの（｢青い｣｢黒い｣｢鋭い｣）

ｓｉ語幹………語尾ｉの前の語幹末音がｓｉのもの（｢欲しい｣｢悲しい｣｢恥かしい｣）

これからの各方言の形容詞の記述にあたっては，語幹の他に「語基」というレベルも

設定しておく。各活用形の最も小さい共通部分を「語幹」というのに対して，「語基」は，

語幹に付属する交替母音も含んだもう少し大きな単位と定める。後に示す新潟県関川村

方言を先取りして例に取ると，kuxre-ro《暗いだろう》，kuxro-naru《暗くなる》の共通

部分kuxr-が「語幹｣，kuxre，kuxroが「語基」としておく。この方言のように，語幹の後

に融合母音が生じるときの，語尾を取り除いた形式に対して，「語幹」とは別の名前を付

けておく必要がある。基本形kuXreは語基に語尾ゼロが付いたものということになる。な

お，「活用形」という用語は，語基に活用語尾が接続した語形全体を指す。

以下の記述に用いる語形の表記は，関川村方言および白峰方言では，音素表記'0で行

う。標準語にない音声や統一的な語幹表示の理由による。他の方言では表音式のカナ表

記を用いる。音調記号はL=低，Ｍ=中，Ｈ=高，Ｒ=昇を表す。

3.1新潟県関川村方言
いわふねせきかわほおさか

新潟県岩船郡関)11村ﾎﾄ坂方言の形容詞について述べる。話者は１９３５年生まれの男`性

である。表７で活用体系を示す。アクセントは２種，無核（O）と有核（３）である。無

核は句頭がやや高くなる句音調が被さる。上野善道(1984:373)の旧山辺里村タイプと類

似のものと見た。表中「3a-O暗い」とは，「暗い」が３拍，ａ語幹，アクセントＯという

意味である。

全般的な活用体系の統合の在り方を見る。

ａ語幹「暗い」とｏ語幹「黒い」が全く同じ活用をする。また，ｕ語幹の一部「安い」

がそれに合流している。他のｕ語幹「軽い」とｓｉ語幹「欲しい」が同じ活用をする。主

な活用の種類はこの２種である（,ｉｘ《良い》，ｎｅ《無い》は別)。
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表７新潟県関川村方言の形容詞体系

３a-Ｏ暗い３oB黒い ３ｕ１－３安い

基本形ｋｕｘｒｅ ｋｕＸｒｅ ｊａ１ｓｅ

ＭＭＭＬＬＨＬＬＨ

条件形kuxreba kuXreba jaxseba

MMMLLT』ＦｌＬＴＪ｣F、』

推量形kuxrero kuxrero Jaxs8ro

MMT｣ｎＴＪ』ｎＲＴｊＴ｣ｎＲ

テ形kuxrodekuxrodejaxsode
MMMLTjTｊＦｎ』ＴＪ｣円T』

ナル形kuxronarukuxronarujaxsonaru
MMTＨＴ』ｍｊＦｎｊＴ』ＴＪ｣FnT』

カッタ形kuxrogaQtakurogaQtajaxsogaQta
MＭＭＴ』T｣ＨＩｊｎＴ４ＵＪ」Ｔ』T｣ＦｉｍｊＴ」

否定形kuxronB kuxrone Jaxsone

MMTjF「ＬＬ円ＲＴＪ』円Ｒ

3u''－０軽い

kaxri

MMM

kaxriba

MMML

kaxriro

MMLFI

kaxrode

MMML

kaxronaru

MMTjFm

karo9aQta
MMTJn

kaxrone

MMLn

3si-3欲しい

hoxJi

LLH

hoxJiba
T』TnT』

hoxJiro
TJ｣円R

hoxJode
UJ｣円T」

hoxJonaru
m｣F｢ＴＪ」

hOJo9aQta
Tj円T｣ｍ」

hoxJone
TJjFJR

語幹の長母音に触れる前に，語基の種類について整理しておく。

標準語a語幹とo語幹に対応するこの方言の語基末母音の交替は，ｅ～ｏ（kuxre～kuxro）

である。もう一つの語基末母音の交替は，ｉ～ｏ（kaxri～kaHro）である。

ｕ語幹はｕ'とｕｍの二つにスプリットしている。この分かれ方は第２音節の子音の`性質

に関係していると思われる。ａ語幹ｏ語幹に合流しているｕ１語幹には，jaxse《安い》の

ほか，nox9e《ぬくい》，，aQce《熱(暑)い》，，axze《厚い》，hix9e《低い》があり，ｓｉ語幹

に合流しているｕⅡ語幹には，kaxri《軽い》のほか，saxbi《寒い》，sixbi《渋い》，，a9ari

《明るい》がある。ｕ'語幹に属するものは対応する標準語で/ｋ,ｃ,ｓ/の無声子音をもち，

uⅡ語幹に属するものは対応する標準語で/r,ｂ/の有声子音をもつ。

基本形，条件形，推量形（｢Ｍ活用群」と呼ぶ）は同じ語基末母音をもつ。テ形，ナル

形，カッタ形，否定形（｢Ｐ活用群」と呼ぶ）は同じ語基末母音をもつ'１．

Ｍ活用群では，語基に母音e,ｉが現れ，Ｐ活用群では，全ての形容詞で母音oのみが

現れる。前者に用いる語基は単独でも用いることができ，「独立語基」と呼べるもの

である。それに対して後者は単独では存在できず，「拘束語基」と呼べるものである。

以上，語基末母音の現れをまとめると表８のようになる。

表８新潟県関川村方言の形容詞語基末母音

‐５４‐

語基、標準語語幹 ａ語幹ｏ語幹ｕ『語幹 u１，語幹ｓｉ語幹

独立語基（Ｍ活用群に用いる） ８

。
■
■
ユ

拘束語基（Ｐ活用群に用いる） ０



さて，語幹の長母音については，ほぼ全ての活用形に現れるといえる。すなわち，「独

立語基｣，「拘束語基」の双方に現れる。ただし，カッタ形，特にそれが有核の語形のと

きに現れにくい傾向にある（kurogaQta「黒かった」，karo9aQta「軽かった」，hoJogaQta

「欲しかった」）。そこでは，長母音が現れるかどうか話者も迷うことが多かった。再調

査すれば，併用形が出る可能性，あるいは長母音形が否定される可能性もある。なお，

標準語４拍以上の語には長母音は現れない。

これまで記述の対象としてきた話者（1935年生）より若い世代（1958年生）では，

長母音が阻害音の促音に変化している。すなわち，「高い」ではtaX9e＞taQ9e，「安い」

ではjaRse＞jaQseの変化が起きている。語幹の長い音節を保ちながら，音の実質を長い

母音から長い子音へと変化させたものである。実のところ，古い形の持ち主も，新しい

形の持ち主もこの変化に全く気づいていなかった。長母音と促音の語形が変化の途上に

ある現実は，語幹の長母音が（バラ言語的なものでなく）言語的要素として確実なもの

であること，また，「長母音＞促音」が起こり得る変化モデルとして，他の方言でも想定

し得ることを示している。

３２石川県白山市白峰方言

石川県'百茜市首薩方言について述べる。話者は1925年生まれの女性である。表9-1,

9-2で形容詞体系を示す。表中３a-kは３拍a語幹，アクセントｋを示す。この方言の形容

詞アクセントは下降式(k)と非下降式(O)の２タイプである（新田2002)。否定形(-nai)は

表にないが，ナル形と同一の語基をとり，アクセントも同じである（kaxto-naiHHMMM

《固くない》など)。

表９－１石川県白峰方言の形容詞体系(1)

３aｋ固い ３a-Ｏ高い ３uｋ軽い

基本形ｋａｘｔｊａ ｔａｘｋｊａ ｋａｘｒｉ

ＨＬＬＨＬＬＨＬＬ

ナル形kaxtonam taXkonam kaXrunaru

HHMＭＭＨＨＨＨＨＨＨＭＭＭ

テ形kaxtotetaxkote kaxrute

HFIT』T』ＨＩＩＨＬＨｍＪ」

カッタ形kaxtakaQtatakakaQta kalrukaQta

ＨＨＭＭＴＬＨＨＨＦｎＪ』ＨＨＭＭＴＪ」

条件形kaxtakelja taxkakelja ka:rｕｋｅｌｊａ

ＨＨＭＭＬＨＨＨｎＬＨＨＭＭＬ

3u-Ｏ安い

Jaxs1

HLL

Jaxsunaru

HHHHH

jaxsute

HHIIL

jaXsukaQta
HHHFn』T』

jaxsukelja
HHHFm
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表９－２石川県白峰方言の形容詞体系(2)

３o-Ｏ黒い ３si-Ｏ欲しい

基本形ｋｕｒｏｉｈｏｘｓｉ

ＨＬＬＨＬＬ

ナル形ｋｕｘｒｏｎａｒｕ ｈｏＸｓｉｎａｒｕ

ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ

テ形kuxrotehoxsite

HHFImHHHL

カッタ形kuxrokaQtahoxsikaQta

HHHFITJ」ＨＨＨ円ＴＪ』

条件形kuxrokeljahoxsikelja
HHITnLHHHFIT』

4a-ｋ重たい

，obotja
HLL

bbotonaru

HHMMM

'obotote

]ＨＦｎＪ』

，obotokaQta

HHMMTjm

bbotokeljａ
ＨＨＭＭＬ

4u-ｋ明るい

，ａｋａｒｉ

ＨＬＬ

,akarunaru

HHMMM

'akarute

HFnJ」

，akarukaQta

HHMMTJ』

，akarukelja
HHMML

まず基本形について，標準語との対応を示す。表９－１，９－２にない語例も補足し全体を

述べる。Ｃは任意の子音，Ｖは任意の母音である。

表１０標準語と白峰方言の対応

標準語語例白峰方言語例

３拍ａ語幹CVCai「固い,高い｣などCVxCjakaxtja,taXkja

３拍ｕ語幹ＣＶＣｕｉ「軽い,安い｣などＣＶ:Cikaxri,jaxsi

３拍ｓｉ語幹ＣＶｓｉｉ「欲しい」ＣＶｘｓｉｈｏｘｓｉ

４拍ａ語幹ＣＶＣＶＣａｉ「重たい,少ない｣などＣＶＣＶＣｊａ，obotja,sukunja

４拍u語幹ＣＶＣＶＣｕｉ「明るい｣，（へだるい12)などＣＶＣＶＣｉ，akari,hedari

４拍ｓｉ語幹ＣＶＣＶｓｉｉ「嬉しい,悲しい｣などＣＶＣＶｓｉ,urisi,kanasi

３，４拍ｏ語幹一oｉ「黒い,青い,鋭い｣など標準語と同じ

白峰ではｏ語幹をのぞく標準語３拍語の場合に，第１母音が長母音で現れる。語末は

融合や母音脱落によって標準語より短くなるが，長母音が現れることで標準語３拍形容

詞は白峰でも３拍の拍数が保たれる。

標準語との対応関係をまとめれば次のようになる。白峰方言の基本形の語末音の種類

から，形容詞をｊａ形容詞，ｉ形容詞，ｏｉ形容詞，ｓｉ形容詞と命名し分類する。

ａ語幹…ｊａ形容詞（kaxtja,taxkja,sukunja）

ｕ語幹…ｉ形容詞（kaRri,ja:si,，akari）

ｏ語幹…ｏｉ形容詞（kuroi,,a，oi,surudoi）

ｓｉ語幹…ｓｉ形容詞（hoxsi,'urisLkanasi）

語末音の対応については，標準語３拍，４拍ともに同じ原則が働く。標準語４拍語の

基本形は，語尾の融合や母音脱落によって多くが３拍になっている。５拍以上の単純語の

場合は，標準語と同じ形のことが多い（｢ありがたい，,情けない，新しい」など)。
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しかし，対応には例外がある。hoxsja《細い》，,oxSja《遅い》の２語で，標準語ｏ語幹

でありながら，白峰ではｊａ形容詞で現れている。「弱い，こわい《固い，疲れている》」

のようにwaiで終わる語は，ｊｏﾘa，ｋｏｉａとなる。

白峰方言のｊａ形容詞，ｉ形容詞，ｏｉ形容詞，ｓｉ形容詞の各活用における語基末音は表

、のようになる。

表１１石川県白峰方言の形容詞語基末音

Ｃｊａ Ｃｏｉ

ＣＯ

「独立語基」は基本形で用いられる他に，この方言のノダ形に相当する～ヤ，～ジャ

が接続する。「拘束語基Ａ」はウ音便によって生じた母音が短母音化した由来をもち，「拘

束語基Ｂ」はもともとの語幹の裸形(barefbrm)である。拘束語基Ａ，Ｂの区別はｊａ形容

詞だけがもつ。ｏｉ形容詞，ｉ形容詞は独立・拘束語基の区別のみを行い，ｓｉ形容詞は区別

がなく一つの語基しかない。

さて，問題の長母音は，標準語３拍形容詞に対応するもので，ｏ語幹の独立語基を除く

全ての語基に現れる。いいかえれば，この方言のoi形容詞の基本形だけが長母音が現れな

い。なお標準語４拍以上の形容詞では現れない13゜

この方言の長母音をもつ形式には強調の意味は全くなく，「通常」の形である。katjaの

ような短い形も存在しない。「通常形」kaxtjaを強調のコノテーションを帯びて発音しても

らうと第１母音がさらに長く高くなるか，まれに息漏れ（breathy）などの二次的発声が

加わるだけである。

共通語では「あ，イタ（痛）！」，「お－，サム（寒）！」のように語幹そのもので感

嘆を表す強調様式がある。白峰方言ではこれに該当する様式は，jaI，ixta，jaxsaxbu（jaxは

この方言の感嘆語）で拘束語基Ｂを用いる。ここでも第１音節の長母音は現れる。ただ

し，この強調様式では，アクセントの対立が見られない。すなわち,jaxkaxta(3a．ｋ固い)，

jaxtaKka（3a-Ｏ高い）ともにＨＨＨＨＨで現れ，非下降式アクセントに中和されている。

3.3大分県安心院町方言

大分県争佳市妾』艦iif締の形容詞体系について述べる。話者は1923年生まれの男
Ｉ性である。

表１２で形容詞体系を示す。表中３a-3は３拍ａ語幹，３は基本形アクセント，３a-Oの
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ｊａ形容詞

(ａ語幹）

oi形容詞

(ｏ語幹）

i形容詞

(ｕ語幹）

si形容詞

(si語幹）

独立語基（基本形）

拘束語基Ａ（ナル形，テ形，否定形）

拘束語基Ｂ（カッタ形，条件形）

ＣJａ

ＣＯ

Ｃａ

Ｃｏｉ

ＣＯ

Ｃｉ

Ｃｕ

●

Ｓ１



Ｏは基本形のアクセントが無核型である。推量形１は「～だろう」に対応し，推量形２

はカリ活用に「～う」がついたものである。

表１２大分県安心院町方言の形容詞体系

３a－３高い３a-Ｏ固い

基本形ターケーカーテー

ＭＭＲＬＭＭＭＭ

推量形１ターケージャロカーテージャロ

ＭＭＰＩＴＪ』T」ＭＭＭＭＭＭ

ナル形ターコナッタカートナッタ

ＨＨＨＦｎｊｍＭＭＭＭＭＭ

否定形ターコネーカートネー

ｗＬＴＭＬＭＭＭＨＬ

条件形タコケリャカトケリャ

ＦＪＴＪＪ』ＭＭＭＭ

カッタ形タカカッタカタカッタ

Ｆ、｣T｣ＴＪ」ＬｎＦｎＪ」

推量形２タカカロー カタカロー

MFIHnT』ＭＭＭＭＭ

3uB安い

ヤーシー'４

ＭＭＨＬ

ヤーシージャロ

ＭＭＨＴＪｊＴ」

ヤースナッタ

ＨＨＨＦＩＴＪ」

ヤースネー

FIT｣T｣ＭＴ」

ヤスケリャ

wmTjT」

ヤスカッタ

F、｣ＴＪ｣T」

ヤスカロー

MIInFm

3o－３白い

シーリー

ＭＭＦ、」

シーリージャロ

ＭＭＨＴＪＪ』

シールナッタ

ＨＨＨＦｎＪ』

シールネー

ＦｎＪ｣Ｍ１」

シノレケリャ

ＦｎＪＪ」

シロカッタ

ＦｎＪＪＪ』

シロカロー

ＭＨＦｍＴ」

3si-2欲しい

ホシー

ＬＨＬ

ホシージャロ

LFIT｣ｍ』

ホシュナッタ

MJIFmT」

ホシュネー

ＨＩＭｍ

ホシュケリャ

wT｣ＴＪ」

ホシカッタ

ＦｎＪｊＴＪ」

ホシカロー

MIIFmT」

ａ語幹，ｏ語幹，ｕ語幹は，それぞれ基本形語尾はａｉ＞ex，ｏｉ＞ix，ｕｉ＞iｘのように融合

し，また，ウ音便はそれぞれａｕ＞o:＞o，Ｃｕ＞ux＞u，ｕｕ＞ux＞ｕの変化を遂げたものと推

定される。ウ音便については，この地域の開合にしたがっている。これらの母音融合の

あり方は，松田・日高(1996)で分類される大分県の西部方言の特徴である。ｓｉ語幹「欲

しい」のナル形等に現れる形は，近畿方言等でも見られるホシューナッタの短い形ホシ

ューである。この方言の語基末音の現れ方をまとめると表１３のようになる。

表１３大分県安心院町方言の形容詞語基末音

表１３にはあげていないが，条件形ケリヤには，拘束語基Ａに現れるほかに，タカケ

リヤ，カタケリヤ，シロケリヤのように拘束語基Ｂに接続する語形もある。推量形２カ

ローには，拘束語基Ｂ以外にターケカロー，カーテカロー，シーリカローなど独立語基

の語基末短母音形につくものも存在する。ただしこの話者は表１３の拘束語基Ｂの語形

の方が主に用いるという。
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語基の種類、標準語語幹 ａ語幹 o語幹 ｕ語幹 si語幹

独立語基（基本形，推量形１） ｅｘ

▼
▲

・
１

▽
△

・
１

JiX

拘束語基Ａ(ナル形，否定形)・(条件形）

拘束語基Ｂ（カッタ形，推量形２）

０

ａ

ｕ

０

ｕ

｣１１

Jｉ



さて，この方言の語幹の長い形容詞は，独立語基およびナル形，否定形に用いる拘束

語基Ａに現れている。拘束語基Ａはウ音便に由来するものである。条件形は同じ語基末

母音をとりながら，第１母音は短い形が現れる。この条件形はウ音便から直接導き出せ

る語形でなく，類推で新たに生じた可能`性がある。これとは逆に，同じ類推でも，推量

形１，～ジャロの類推によって独立語基を獲得したと推定されるターケカロー，カーテ

カローは，語幹に長母音が現れている。

この方言の語幹の長い形容詞が出現する語は，新潟県関川村や石)11県白峰ほど多くは

ない。ただ，大分県では国東半島西北側がこの現象の中心地で，安心院町はここから少

しはずれた地域である。中心地域では多くの活用形で長母音が現れる（西田1995)。

筆者の調査でも，この中心地域に位置する西国東郡香々地町香々地[現豊後高田市］(話

者１９１９生，男）では，「高い」がターケー，ターケジヤロ，ターケカッタ，ターコネー，

ターコナルと現れる。語幹の長母音が現れないのは推量形タケカロ（タコカロ）だけで

ある。また，安心院町では長母音が現れなかった「欲しい」も，香々地ではホーシー，

ホーシジヤロ，ホシカッタ，ホーシュネー，ホーシナル（ホーシュナルは否定された)，

ホシカロとほとんどの活用形で現れる。

また，東国東郡姫島村西浦（話者１９２６年，女）は，香々地とよく似た状態である。推

量形ターカカロー（ターケカロー）が長母音で現れる。カッタ形ではタカカッタ，ナガ

カッタ，サブカッタが長母音で現れないものの，他の形では長母音が広く現れる。「高い」

ではターケー，ターコナル，ターコネー，ターコケリャ,「白い」ではシーレー，シーレ

カッタ，シーロナル，シーロネー，シーロケリャ，シーロカロー（シーレカロー)，「欲

しい」ではホーシー，ホ(_)シカッタ，ホーシナッタ，ホーシ(1)ネー，ホ(－)シケリャ，

ホ(－)シカローと現れる。
はらいだ

国東半島の北の付け根|こある豊後高田市払田（話者１９１８生，男）では，安心院町より

さらに活用の出現範囲が狭い。先の独立語基と拘束語基Ａにつく否定形（ターコネー）で

は出現するが，ナル形（タコナル，タカナル）では現れない。拘束語基Ｂでも現れない。

3.4島根県西ノ島町方言

島根県隠岐郡茜ﾂ蔦iif兼之汪の形容詞について述べる。話者は1928年生まれの男性
である。表１４で形容詞体系を示す。表左側に語幹の長い形容詞を配置した。ａ語幹，ｏ

語幹，ｕ語幹の例をそれぞれあげる15．表中３a-x高い，３a-y固いの「x，ｙ」はアクセン

トの区分を示す。アクセントについては不確定の部分を含むが，おおよそ廣戸惇・大原

孝道(1953:188-189)の浦郷・海士のタイプに似ているとみた。すなわち，アクセント体

系全体では「３型アクセント｣，形容詞は２種の型をもち，母音の広狭がアクセントに影

響するタイプである。ヤスカッタ，ヤスケリヤ，ヤスカラーは第２拍が狭母音，第３拍

が広母音で，上昇の遅れが見られる。
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表１４島根県西ノ島方言の形容詞体系

３a-ｘ高い ３o-ｘ細い

基本形ターケホーセ

ＨＬＬＨＬＬ

推量形１ターケダラーホーセダラー

ＦｎｊＴ｣ＭＴＪ」ＦＩＴｊＴｊＭＴ』T』

ﾅﾉﾚ形タカーナッタホソーナッタ

Ｔ｣F｢F、｣T｣T」ＬｎＦＩＴＪＪ」

カッタ形タカカッタホソカッタ

LIJFn』T」LFIFn｣T』

条件形タカケリャ ホソケリャ

ＬＴＩＩＩＬＩＨＦｎ』

推量形２タカカラーホソカラー

Ｔ｣円FIT｣T」Ｔ｣FIFｎＪ」

3u-ｘ安い

ヤーシ

ＨＬＬ

ヤーシダラー

ＦｎＪ｣ＭＴＪ」

ヤスーナッタ

T｣F､二J、｣T」

ヤスカッタ

TI｣ＦＩＬＬ

ヤスケリャ

、｣FUT」

ヤスカラー

ＬＩ｣ＦｎＪ」

3o-ｘ白い

シレー

ＨＬＬ

シレーダラー

FIT｣T｣ＭＴｊＴ』

シローナッタ

ＴＨＦｎＪ｣T」

シロカッタ

T｣ＦｎＷＪ』

シロケリャ

T｣FnEn」

シロカラー

T｣FIFｎＪ」

3a-ｙ固い

カテー

ＬＨＬ

カテーダラー

T｣ＦｍＭＴｊＴ」

カターナッタ

T｣ＦｎＪＪｊＴ」

カタカッタ

ＴＨＦｍＪ』

カタケリャ

ＴＨｎＬ

カタカラー

ＴＨ円ＴＪ」

語基の種類について述べる。基本形の他，推量形１のダラー《だろう》が接続するも

のは，「独立語基」と呼べるものである。この方言の語基末母音は，標準語のa語幹，ｏ

語幹ではｅ，ｕ語幹ではｉの長短母音のいずれかをとる。一方，ナル形，カッタ形，条

件形，推量形２に用いられるものは，「拘束語基」と呼べるものである。語基末母音は，

標準語語幹の種類に対応して，ａ,ｏ,ｕの長短母音のいずれかをとる。ナル形に用いる語基

は語基末の母音が長く，ここでは「拘束語基Ａ」としておく。他の拘束語基は「拘束語基

B」としておく。これらをまとめると表１５のようになる。なお否定形は「独立語基」が

使われる。ターケコタァネ－《高くない》，ヤーシコタァネー《安くない》，ホーセコタ

ァネ_《細くない》，カテーコタァネ_《固くない》，シレーコタァネー《白くない》な

どコタァネーが語尾'6である。

なお，アクセントの対立が現れるのは，独立語基と拘束語基Ａのみで，拘束語基Ｂに

ついてはその対立を失っている。

表１５島根県西ノ島町方言の形容詞語基末母音

さて，語幹の長い形容詞の形は，「高い，細い，安い」の「独立語基」に現れる。この

場合，語基末の母音は短く現れる。語幹の母音が長くならない「固い，白い」では，語

基末母音は長母音で現れる。ナル形については，これまで見た方言では，語幹の第１母

-６０－

語基の種類、標準語語幹 ａ語幹 ｏ語幹 ｕ語幹

独立語基（基本形，推量形１，否定形） ｅ
,
ｅ：

●●

１
，

1Ｘ

拘束語基Ａ（ナル形） ａｘ ＯＸ ｕＸ

拘束語基Ｂ(カッタ形,条件形,推量形２） ａ ０ ｕ



音に長母音が現れたが，この方言では語基末に長母音が現れ，第１母音は長母音になら

ない。

この方言では，第１音節の長母音が限られた活用形にしか現れないだけでなく，現れ

る語そのものも少数である。先にあげた「高い，細い，安い」の他，サーピ《寒い》，コ

ーメ《小さい》が見つかっているだけである。無論，標準語４拍以上の語には現れない。

促音，擬音の形もない。
どうぜん みた あまちよう

島根県隠岐島前方言のうち，西ノ島町美田（話者１９４０年生，男）や中ノ島の海士町
ちぶり

(話者1921年)も同様の状態で,少数の語の｢基本形｣で現れる｡知夫里島の維村蔀,
（話者１９４６年生男）では，この種の長母音は全く現れない。「高い」を例にとると次の

ようになる。タケー，タケーダラー，タカーナル，タカカッタ，タカケリヤ，タカカラ

ー'7である。

3.5和歌山県田辺市大塔・龍神方言

この小節では,和歌山県田辺市,8籠満村管桟［'日日高郡龍神村宮代]方言同県同市

鰯［|日騨識芙澪狩熊野]方言について述べる。和歌山県に語幹の長い形容詞が存
在することは，先に引用した「和歌山縣方言」（表６）等ですでに示した。それによると

和歌山県方言の現れ方は第２拍目の子音の性質に関係し，長母音のほかに促音，発音が

現れるタイプである。ただ，実際に調査してみると，旧日高郡龍神村と１日西牟婁郡大塔

村では様子は異なる点がある。二つの方言を対比して述べる。

３．５．１１日龍神村方言

｜日龍神村宮代［現田辺市龍神村宮代］は龍神温泉から日高川沿いに約８kｍ下った集落

である。話者は１９２８年，１９３２年生まれの男`性２名である。表１６に形容詞体系の一部

を示す。表１６の１行目のＨ２，Ｈ１はアクセント記号で，それぞれ「基本形」が高起式

第２核，第１核を表す。表１６から明らかなように語幹の長い形容詞は「基本形」のみに

現れる。また，長母音の形は短母音の形と常に併用である。なお，「基本形」の語尾は融

合母音が現れない。

先の『和歌山縣方言」の報告とは異なり，促音形，擬音形が一般に見られない。長母

音が確認できた語は，アーオイ《青い》，カールイ《軽いルシーロイ《白い》，ナーガイ

《長い》，ヒークイ《低い》，フールイ《古い》，ホーソイ《細い》，マールイ《丸い》，ヤ

ースイ《安い》で，「甘い，薄い，固い，からい，臭い，暗い，黒い，寒い，高い，早い，

広い，弱い，欲しい」については長母音の形では言わないという。ただし，「細い，安い」

の２語についてはホッソイ，ヤッスイと促音でも言うことがあるという。
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表１６１日龍神村の形容詞体系

３ｕ－Ｈ２軽い ３ｕ－Ｈ１古い

基本形カルイカールイフルイフールイ

ＨＨＬＩ｣T｣F、』ＨＬＬＩＪ｣F、」

ナル形カルーナノレフルーナル

ＨＨＨＩＩＩＩＩＴｊＴＭＨＨ

テ形カルーテフルーテ

FiT｣TjT‘LIITJ」

否定形カルーナイフルーナイ

ＬＦｎＪＭｍ=ｍＪＭ

条件形カルケリャフルケリャ

ＩＪｗＬＬＴ`F、｣T』

カッタ形カルカッタフルカッタ

nF、｣ＴＩ」Ｔ｣ＦｎｊＴ』T」

推量形カノレカローフノレカロー

ＦＩＦｎＪＪ』ＴｊＦＩＴＪＪ』

3ｕ－Ｈ１安い

ヤスイヤースイ

ＨＬＬＩＪｊＦｍ』

ヤスーナノレ

ＬＴＭＨＨ

ヤスーテ

ＬｍＪ』

ヤスーナイ

T｣ＦｎＪ｣Ｍ

ヤスケリャ

ＴＨＴＪ‘

ヤスカッタ

THT｣T｣T」

ヤスカロー

T｣FnjUm

3ａ－Ｈ１長い

ナガイナーガイ

ＨＬＬＩＪ｣Ｆｎ」

ナゴーナノレ

、ＭＨ[Ｈ

ナゴーテ

T』ＦｎＪ」

ナゴーナイ

T｣ＦｎＪｊＭ

ナガケリャ

mnT』Ｌ

ナガカッタ

T｣ＦｎＪＪ」

ナガカロー

ＩｊＦｎ｣ＴＪ』

旧龍神村方言は，動詞二段活用の残存など古い形を残す方言としてよく知られている。

アクセントの面でも「軽い」ＨＨＬと「古い」ＨＬＬの区別が見られるが，これは語幹の

母音が短い場合の対立で，語幹の長い形容詞については，その区別をなくしている点が

注目される。

３５．２１日大塔村方言

１日大塔村織[現田辺市熊野]は,紀伊半島内部の大塔山(1122m)の約10km西方にあ

る。話者は１９２７年生まれの男`性である。表１７に形容詞体系の一部を示す。

表１７１日大塔村の形容詞体系

３ｕ－Ｈ２軽い ３u-ｍ安い

基本形カルイカールイヤスイヤースイヤッスイ

ＨＨＬ「Ｊ』FiT』ＨＬＬＴ』T』、T』

ナル形力ルーナルカール＝ヤスーナルヤースーヤッス＝

Ｔ｣F、｣ＦｍＬＬＨＨＨＬＨＬＭＭＴ｣T｣FIHＨ

否定形カルーナイカール＝ヤスーナイヤースーヤッス＝

Ｔ』円ＴｊＬＭＬＴｊＦｎＭＬＨＬＬＭＬＴ｣ＦＪＬＭ

条件形カノレケリャヤスケリャ

ＲＦｎＪ」Ｔ』F、｣T」

カッタ形カノレカッタヤスカッタ

１１]BmT｣ＬＴｊＦｎＪＪ』

推量形カルカローヤスカロー

ｎｎＴＪＪ」Ｔ』F、｣T｣、

３ａ－Ｈ１長い

ナガイナーガイナンガイ

ＨＬＬＴ｣ＬＦＩＬ

ナゴーナルナーゴーナンゴ＝

T｣ＦｎＭＭＴ｣LFIFIH

ナゴーナイナーゴーナンゴー

Ｔ４ＦｎＪ`ＭＴＪ｣ＦＩＬＭ

ナガケリャ

ＴｊＦｎＪ』

ナガカッタ

Ｔ｣F、｣ＴＪ」

ナガカロー

ｍＦｎＪ｣T」
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表１７で「カール=」等と書かれているのは，後続の～ナル，～ナイを省略した表記で

ある。また，ナル形にはカルナル，ヤスナル，ナゴナルなどの短母音の形もある。

旧大塔村熊野では長母音の形の他に，促音・擁音の形が現れる。それらは「基本形」

の他に「ナル形，否定形」の活用形に現れる。「ナル形，否定形」は，先にあげた「拘束

語基Ａ」に相当するものを含む活用形である。表１７に示したとおり，長母音，促音，溌

音の形は短母音の形と常に併用される。

この方言の長母音，促音，擬音の現れ方は，語幹の音韻の性質に依っている。すなわ

ち，促音は３拍形容詞の第２拍目の子音が破裂・摩擦などの阻害音（/ｋ,t,ｓ/など）のと

き，擬音は第２拍目の子音が鼻音（／ｍ'０/）のときに現れる。一方，長母音は全ての環

境で現れ得る。したがって，第２拍目の子音が流音（/ｒ/）と母音だけからなる柏の場合

は，長母音の形のみが現れ得る。

以下，確認した促音・溌音・長母音をもつ形容詞は次のとおりである。「促音｣，「擬音」

の各行に引かれた下線は長母音（カータイなど）でも現れることを示す。

「促音(カッタイなど)」： 固い，臭い,赤い,安い,低い,薄い,細い

「溌音(ナンガイなど)」：長い，甘い＊

「長母音(クーライなど)」：暗い,軽い,古い，白い,黒い,青い,広い

（＊長母音の形は聞くが自分では使わないという）

なお，「高い，辛い，早い，弱い，寒い，丸い，ほしい」は短母音形のみで，促音・擬

音・長母音の形では発音しないという。ただし，この話者にとっては，すべての語につ

いて短母音の３拍の形が普通で，促音・擬音・長母音の語形の現れ方については，時折

判断が揺れることがあった。表１７では存在の確実な語形をあげたが，個々の語例につい

ては，時を改めて調査をすれば違った結果が得られる可能`性はある。

｜日龍神村と比べると，比較的多くの語形に長母音が現れている。また，旧龍神村の場

合は，主として長母音のみが現れたが，旧大塔村では促音・擬音も現れることが大きな

違いである。これは，先に上げた高知県方言(服部1933,士居1958)と似ているが，旧大

塔村方言では，促音・擬音の形には長母音形が併用形として伴うことが多いのに対し，

高知県方言では，併用形としての長母音形は見られず，長母音形・促音形・擬音形の分

布は相補的で重なり合うことはない。

この方言でも,カルイＨＨＬとヤスイＨＬＬのアクセントは区別される。しかしながら，

長母音形，促音形，擬音形ではこの区別を失い，すべてヤースイ・ヤッスイ等ではＬＬＨＬ

で現れる。この点も高知県方言と共通である。

3.6主要方言の記述のまとめ

この節では各方言の形容詞体系を，母音融合から生じた語基末音の現れ方，また，ど
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のような語基に問題の長母音が現れるかに注目して述べてきた。その際の語基の分類は，

独立してそれのみで用いられる「独立語基｣，独立しては用いられない「拘束語基」に分

け，そのうち特にウ音便による母音融合がおきた語基末音をもつものを「拘束語基Ａ」，

その他を「拘束語基Ｂ」とした。この分類は，語幹の長母音との関連を明示できる利点

をもっている。例えば大分県安心院町方言の「高い」の「推量形」がターケージャロ，

ターケカロー，タカカローと３種現れた場合，これらを－つの活用の併用形として見る

よりも，独立語基（ターケー，ターケ）と拘束語基（タカ）とに分類する方が長母音の

出現する実情と合致する。

これまで取り上げた新潟県関川村，石川県白峰，大分県安心院町，島根県隠岐西ノ島，

和歌山県旧龍神村，｜日大塔村の諸方言における長母音の現れ方をまとめると表１８のよう

になる。和歌山県龍神・大塔方言はそれ以外の方言と別扱いにした。他の諸方言では，

基本形に相当する独立語基に融合母音を含んでいるのに対し，和歌山県方言では基本形

に融合母音を含まないためである。

表１８各方言における語基の種類による長母音の現れ方

＊カッタ形のとき少ない。＊＊ｏｉ形容詞を除く。

この語基の関係から見ると，独立語基や基本形については多くの方言で現れ，拘束語

基Ａ（ウ音便による融合)，拘束語基Ｂ（融合なし）の順で出現が制限されていることが

わかる。すなわち，つぎのような包含関係が見られる。

表１９語基の種類による長母音の出現傾向

独立語基＞拘束語基Ａ＞拘束語基Ｂ

基本形＞拘束語基Ａ＞拘束語基Ｂ

この包含関係は次のことを意味する。拘束語基Ｂで長母音が出現する方言では，必ず

独立語基，拘束語基Ａでも出現する（新潟県関)||村，石川県白峰，その他に大分県香々

地・姫島)。拘束語基Ａで長壜母音が出現する方言では独立語基で必ず出現するが，拘束語
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独立語基（融合あり） 拘束語基Ａ（ウ音便） 拘束語基Ｂ（融合なし）

新潟県関)||村 ＋ ＋ ＊

石)11県白峰 ＋ ＊＊ ＋ ＋

大分県安心院 ＋ ＋

島根県西ノ島 ＋（少）

基本形（融合なし） 拘束語基Ａ（ウ音便） 拘束語基Ｂ（融合なし）

和歌山県龍神 ＋（少）

和歌山県大塔 ＋（やや少） ＋（やや少）



基Ｂでは出現するとは限らない（大分県安心院町の他に豊後高田市払田)。独立語基で出

現しても拘束語基Ａ･Ｂで出現するとは限らない（島根県西ノ島町)。和歌山県方言では，

拘束語基Ｂで出現は見られないが，類似の関係が見られる。

ここに示したこれらの包含関係は，語基末の母音融合という現象，および語基の独立

性が，語幹の長母音の存在と密接な通時的関係があることを窺わせる。このことは次節

で述べる。

4．語幹の長母音に関する通時的な考察

これまで見た語幹の長母音はどのように生じたのか通時的な考察を行う。LAJ,GAJ，

「現代日本語方言大辞典」や個々の方言の記述研究，あるいは関川村方言，白峰方言の

など，筆者自身の記述資料から，その発生について想定し得る仮説を提示し，それぞれ

を検討する。仮説は大きく二つに分けることができる。「長音化の仮説」と「長母音保持

の仮説」である。

この二つの仮説を検討する前に，第１音節に現れた長母音，促音，溌音の通時的な関

係を先に検討しておこう。結論から言えば，これらの促音，溌音は，それらが現れる方

言で，長母音から生じたと考えられる。促音，擢音が長母音に還元できるとすれば，こ

れらが現れる方言と長母音だけしか現れない方言との比較が可能になる。また，これら

全てが長母音をもつ方言として，先にあげた「長音化の仮説」と「長母音保持の仮説」

の検討に組み入れることができる。

4.1長母音と促音・擢音

この小節では，和歌山県の旧龍神村，｜日大塔村熊野を対照させて，長母音をもつ語形

と，促音・擬音をもつ語形との歴史的な関係を考える。表２０において，両方言の第２音

節の子音と第１音節に現れる長母音・促音・擬音の関係を示す。

表２０和歌山県方言における形容詞の現れ方

１日
■＝＝

受1団含程

歴史的に問題となるのは，次のような相対年代である。二つの可能性を考える。

①【すべての環境で長母音】＞【環境により促音・擬音・長母音に分化】

②【環境により促音・擬音・長母音に分化】＞【すべての環境で長母音】
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阻害音

鼻音

流音他

(－部促音：ホッソイ，ヤッスイ）

長母
ヱz二
曰 長母音

促音

溌音



もし①であれば|日龍神村の姿が古く，｜日龍神村に見られる－部の促音や旧大塔村の促

音・溌音は新しい形である。②であれば旧大塔村の姿が古く，そこに見られる促音・擬

音は古い形のなごりであり，旧龍神村ではほとんどの形が新しいことになる。

筆者は①を支持する。一般的にいって，共時的に相補分布をなす場合は，歴史的には

音韻環境に応じて条件変化したケースがほとんどである。また，ここで見られる環境に

よる分化のあり方（阻害音では促音，鼻音では擬音）も音声的に見て自然なものである。

旧龍神村のような音韻条件に関わりなく現れる姿を古いとした方がよいであろう。さら

に，先に新潟県関川村方言で確かめられた，taX9e＞taQ9e《高い》，jaxse＞jaQse《安い》

の変化はこれを支持する根拠となる。また，旧龍神村は紀伊地方では奥地にあり，地理

的にみても古い形が残る傾向はあり得る。

旧龍神村において長母音形の語数がきわめて少ないのは，環境に応じた分化が進む前

に'9，その形そのものが消失しかけていると見る。旧大塔村では相対的に古い長母音形

と新しい促音形・溌音形が共存しているが，現在ではそれら全体が消失の傾向にある。

先の表６で示された和歌山県内に見られる形容詞の促音・擬音は，おそらくここで推

定したように，もとは長母音をもつ形だったと言えるのでないかと思われる。

音韻の条件が関係する高知市方言についても，音韻条件が関係しない長母音の状態か

ら，条件にしたがって，長母音，促音，擬音に分かれた可能I性がある。同じ四国の愛媛

県周桑郡には，アーカィ，ターカィ，ヒークイのように長母音をもつ語形が見られた。

それと高知市方言を歴史的に結びつけて考え得るかもしれない。あるいは，もっと広く，

和歌山県と四国の高知県・愛媛県を結ぶ－つのエリアを，同じ変化傾向を共有するもの

としてまとめることができるかもしれない。

山形県で多く見られたタッゲァなどの促音形についても，新潟県関川村の変化の事例

から，長母音形ターゲァ等から生じた可能性はあるが，今の段階ではこの地域の見解の

表明を保留する。標準語にない促音をもつ形容詞は，新潟・山形県以外に，宮城県，岩

手県にも広く分布し，これらの音韻条件，各活用形の語形，アクセント，地理的分布等

をいろいろ勘案しなければならず，それらの情報が十分に整理されていないためである。

この地域の考察に関しては，別の機会に譲る。

4.2長音化の仮説

この節では長母音と短母音の歴史的関係について述べる。まず，想定し得る二つの仮

説のうち，「長音化の仮説」について述べる。「長音化の仮説」は方言に見られる語幹の

長母音は，短かった語幹母音が何らかの要因で長くなったという仮説である。いくつか

の要因が考え得る。これらの要因は，それぞれの地域，あるいはもう少し大きな地理的

エリア（例えば和歌山・高知・愛媛を結ぶエリア）ごとに個別に当てはめることができ

る。だがここでは，まず一般的な要因を考え，それらの要因がこれまで述べた個々の具
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体的事例に照らし合わせて，説明の妥当性をもつか検討する。

4.2.1強調

単語の一部の音節が強調によって長音化したという説を検討する。検討の前に，長母

音，促音などの長音節を含む「強調」について，二つのレベルを分けておく必要がある。

４２．１１二つの強調

一つは「バラ言語的な強調」で，アマーイ「甘い｣，ヒッドイ「ひどい｣，というよう

な臨時的な長音節を伴うものである。この「強調形」は「通常形（非強調形)」を“変形”

させたもので,強調の程度に応じて長音節の実現の長さに変動を加えることができる（ア

マーーイ，ヒッッドイなど)。また，長母音，促音などを掛け合わせた実現も可能である

（アッマーーイ，ヒッッドーイなど)。これらには「ささやき(whisper)｣，「息もれ音

(breathyvoice)｣，「りきみ」２０などの二次的な発声を伴うことが多い。これらの発声や

超分節的(suprasegmentaDな要素を複合的に組み合わせることで，程度の強弱だけでな

く，話し手の事態に対する様々な価値判断を込めることができる。

もう一つは，いわば「言語的な強調」で，臨時に作られた形ではなく，話し手の頭の

中のレキシコンに入っている「語」である。この「強調形」は「通常形（非強調形)」の

存在が前提となっている。対比される対の語が共時的に存在することで，長音節の語形

が「強調」の意を帯びる。先に触れた服部(1933)であげられた例，「やっぱり，あんまり，

おんなじ，まんま（儘)」には「やはり，あまり，おなじ，まま」が併存する。「強調」

といっても実際には通常形との強さの差はほとんどない場合もあり，むしろ「強調的」

というより「口語的」という場合が多い。通時的には長音節を含む語形が後から生じて，

定着したものがほとんどであろう。

４．２１２諸方言の形式と「強調」

これまで取り上げた諸方言の形式は，先にあげた「バラ言語的な強調」ではないこと

は明白であろう。調査で現れた実現形には，音節長が自由に操作できる性質はなく，二

次的な発声も伴っていない。

和歌山県方言,高知県方言で,先行研究(與田1933,村内1982；服部1933，土居1958）

が「強調｣，「意味が強い」と呼んでいるものは，「言語的な強調」を表す。共存する「通

常形」との対比でそのように解釈しているのであろう。土居(1958)のいう「大体固定的

習'慣的」（ｐ68)，「三音節形容詞が長音化するのは，大体ラング的」（ｐ73）（以上傍点新田）

という言葉は，これらが「語形」であることの現れと考えられる。

先に述べたように，これらの「強調形」では，「通常形」にあるアクセントの対立を失

い，低起式アクセントに一本化している。「強調｣，「意味が強い」という特別なコノテー
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ションを帯びるのは音節長だけでなく，アクセントの作用もあると考える。

筆者自身の調査では，和歌山県の両方言の話者は，最初は第１母音が長い形の存在を

すぐさま意識できなかった。誘導により反濁しているうちに内省できるようになり，い

くつか拾えるようになった。両方言とも長母音の形が「強調」であるという意識は希薄

であった。長母音形が消失の途上にある故であろうか，食い違いを見せる。

本稿の記述の前半であげた新潟県関川村，石川県白峰，大分県安心院町，島根県西ノ

島の各方言は，「強調形」かどうかの問題についても和歌山県方言と様相が異なる。

新潟県関川村では，最初話者は自分が発音する形容詞の第１母音が長いという意識は

全くなかったが，実現形は常に長く発音される。それを指摘すると，話者自身で内省し

てみて確かに長いと確信するという有様だった。長母音形は「通常形」との対比で現れ

ているのはない。

石川県白峰では，例えば「固い」にはkaxtjaのみが存在し，katjaは存在せず，また，

標準語形kataiは本来形ではなく，“外来語，,のようなものである。この方言では，原則，

長母音形が唯一の語形である。

大分県の諸方言では，これらの第１母音は最初から長いと意識できる様子であった。

併用形として，短母音の形もあるが，これらは対になって程度の差を示す「強調・非強

調」の関係をなすのではなく，むしろ，長母音形の方が「地元らしいことば」というス

タイルの違いのように思われた。

島根県西ノ島方言は，関川村方言と同様で，意識はしていないが実際の母音の発音が

長いというものだった。ただ，すでに３．４で述べたように，安定して長母音で現れる語

数は少なく，それらの長母音形が「強調」という意識はないと思われる。

新潟県関川村，石川県白峰，大分県諸方言，島根県西ノ島の各方言は，共時的には「強

調」というニュアンスを含まない通常の「語形」であると言ってよい。

４．２１．３強調からの発生説

形容詞の長母音は強調から発生したという説は，形容詞が程度の差のある様々な様態

を表し，強調の形を取りやすいという我々の感覚と馴染むため，受け容れやすい説のよ

うに思われる。現に形容詞の強調に関してバラ言語的な様式も含めた研究もあり，具体

的な形式や出現の制限など興味深い問題ではある（松本恵美子1998)。

しかし，本稿で取り上げた和歌山県方言以外の長母音に関しては，強調形由来説には

問題がある。以下にその３点をあげる。

（a）これまで見てきた諸方言では，長母音の語形に強調の意味が見られない。

（b）語形としての「強調形」には，対になる「通常形」の存在が前提となるが，その

条件に当てはまらない場合がある。
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（c）変化の過程で短母音の「通常形」と長母音の「強調形」が併用されていた時期を

想定し得るが，この後なぜ「強調形」が「通常形」の座を占めるようになり，本

来の「通常形」が消失したのか説明が困難である。

上記(a)，（b)については，共時的な事項であり，強調の意味や対の通常形が存在しなく

ても，強調形由来を主張できるかもしれないが，（c)の説明は困難であると思われる。例

えば，関川村でkatexという「通常形」が使用されている中で，新たにkaKteの「強調形」

が発生し，本来のkatexを捨ててしまうプロセスは考えにくい。「強調形」の前提となっ

ている「通常形」を失うことは，「強調形」そのものの存在意義を失うからである。

和歌山県方言，および高知県方言の長母音に関しては，（a)に問題は残すものの，（b）

には抵触せず，強調形由来の蓋然性はあるかと思う。また，表１９で示したように，独立

性のある「基本形」で最も長母音が現れるのは，この形に「強調形」が現れやすいこと

と関係がある可能性がある。

４．２２融合で生じた長母音の影響

形容詞語尾の融合やウ音便によって生じた長母音が影響して，形容詞の第１母音が長

くなったという説を検討する。

先の３．６節では，長母音が現れる語形に関して，次のような包含関係があることを示

した。

表１９（再掲）語基の種類による長母音の出現傾向

独立語基＞拘束語基Ａ＞拘束語基Ｂ

基本形＞拘束語基Ａ＞拘束語基Ｂ

これらは語幹の長母音と融合母音との密接な関係を窺わせるものである。

例えば白峰方言では語幹の長母音が現れるのは，kaxtja《固い》のような語尾がCja（＜

Ｃａi)の場合，kaxri《軽い》のような語尾がＣｉ（＜Ｃｕi)のような場合である。一方，語尾

がkuroi《黒い》のようにCoiのときは母音融合が起こらず，それに連動して語幹の長母

音も現れない。また，図４，５で見られるように，「新潟県言語地図」の「高くなる｣，「安

くなる」のウ音便が現れる地域と語幹の長い形容詞が現れる地域とがほぼ一致している。

さらにＧＡＪにおける各方言の長母音の現れ方をみると，音便が現れ得るナル形やテ形で

出現が目立つ。

これらのことから，語幹の長母音の発生には，語尾の母音融合やウ音便による隣接す

る長母音の発生による影響が想定し得る。ウ音便のケースは次のような過程が考え得る。

「高い」の連用形を例に取る。
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表２１隣接する融合母音による影響

ＣＶＣＶＶ＞ＣＶＣＶ：＞ＣＶｘＣＶｘ＞

(takau‐＞takox‐＞talkox‐＞

CVxCV

taxko-など）

語幹の第１母音が後ろの第２母音に同化する変化を考え，二つの長母音が存在する中

間段階(CVHCV:)を想定した。ＧＡＪや『新潟県言語地図」にも，この語形（ターケァー，

ヤーシーなど）がいくつか見られる。その後，第２母音が，異化などの要因で短音化し

たという過程である。

しかしながら，この変化の説明にも次の問題点がある。

（a）ＣＶＣＶＸ＞ＣＶＨＣＶｘの同化に説明的妥当性があるかどうか疑問である。

（b）語幹末融合母音が見られないときの長母音形の存在が説明できない。

まず，（a)について。もしこの音変化が広く起こったとすると，動詞のウ音便が現れる，

「歌う」，「思う」などの夕形にも，辺to(1)ta，，ｑｍｏ(1)taなどが現れるはずだが，全く見ら

れない。また，４拍形容詞の「重たい」のナル形「重たくなる」でも,oboxto(x)-の語形が

現れるはずだが，記述で取り上げた方言でそれは見られなかった。ここで仮定した変化

は一般的に起こり得る変化とはいえない。

ただし,2.2.1で取り上げた吉田(1931)の新潟市方言には，アターラシュ，ヒサーシュ，

セワーシュが，また，2.1.3で取り上げた「現代日本語方言大辞典」でアカール（アカー

リ），ミージケァナル，ミージケァバが報告されている。ヒサーシュ，セワーシュ，アカ

ール（アカーリ）は隣接する融合母音の影響で説明できるが，アターラシュ，ミージケ

ァナル，ミージケァバは説明できない（アタラーシュ，ミジーケァ…ならば説明可能)。

これらは３拍形容詞の長母音の影響によって変則的に生じたものであろう。

次に(b)について。表２ではカッタ形taxkakattaが新潟県巻町，柏崎市，長岡市，白峰

で見られる。「拘束語基Ｂ｣を用いるそれ以外の活用形でも長母音の形は存在する。また，

長野県栄村屋敷（秋山郷）方言はウ音便の方言ではないのに，ナル形にtaxkakonaro，テ

形にtaxkakodeが現れる。ただし，これらの長母音は，基本形の語幹母音が長くなった後

で，その類推によって広まったと考える余地は残っている。

4.3長母音保持の仮説

この仮説は白峰方言，関川村方言はじめ，これまでの資料に見られる各地の形容詞語

幹の長母音の形は相対的に古く，短母音の形は新しいとする仮説である。この仮説は形

容詞語幹の長母音は古い日本語の姿を保持し，現在のほとんどの方言が本来あった長母

音を失ったという帰結につながる。古い言語の状態を限定された資料から推定するのは

相当の危険も伴うが，以下，これまで述べてきた事実の中からその根拠を述べる。
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4.3.1長母音保持の根拠

長母音保持の仮説の根拠は次の二つである。

（a）［短母音］＞［長母音］より，［長母音］＞［短母音］の方が自然な変化である。

（b）語幹の長い形容詞は周圏的な地理的な分布を示す。

まず(a)について。音変化の一般傾向として，長い母音が短くなることはしばしばある

が，逆に短い母音が長くなることは一般的ではない。先のタコーナル＞タコナル，ウト

ータ＞ウトタや，語彙的なものではテー＞テ《手》，ホントー＞ホント《本当》など，短

音化している例は数多い。

次に(b)について。表２，表３の分布の在り方は言語地理学でいう周圏分布であり，周

辺にある長母音をもつ語形は，中心にある短母音の語形よりも古いと解釈するのが定石

である。特に石川県白峰，長野県栄村（秋山郷）はかつての秘境であり，独自の方言特

徴をそなえ，「言語の島」に数えられる。この一致は興味深い。秋山郷では形容詞の長母

音形は最も古い層の特徴であり，それが消滅しつつあることはすでに述べたとおりであ

る。また，ＬＡＪで散発的ながら広く見られた分布域がＧＡＪではその範囲が狭くなってい

ることは長母音の全国的な衰退を意味している。これらは［短母音］＞［長母音］＞［短

母音］の回帰的な変化ではなく，［長母音］＞［短母音］の一方向の流れを示していると

思われる。

4.3.2融合母音との関係

長母音保持の仮説と３６節で示した包含関係との関係を検討する。この仮説から見れ

ば，第２母音が長母音の由来をもつとき，なぜ第１母音の長母音が保持されたか説明が

必要である。これについては(c)のように考える。

（c）語幹末に融合による長母音が生じたことで，もともと存在していた語幹の第１音

節の長母音が保持された。

「高い」のウ音便のケースは次のような過程が考え得る。

表２２長母音保持と短音化

ＣＶｘＣＶＶ

(taxkau‐

＞ＣＶｘＣＶｘ＞ＣＶｘＣＶ

＞taXkox．＞taxko-など）

第１母音は仮説にしたがって最初から長い。そこにウ音便によって二つの長母音が生

じた。この段階で長母音が短音化する変化が形容詞だけでなく動詞にも起こった（taxkox‐

＞taxkQ-,，utQ1ta＞,utota《歌う》)。短音化は一つの音節だけに起き，長い音節が連続し

ている場合は，後ろの音節だけが短音化する傾向にあった（[長］［長］＞［長］［短］taXkeK
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＞ｔ型kataxkox‐＞taxko-）２１．長母音が二つ連続していることで，語幹の長母音の短

音化の変化がブロックされたといえる。

また，白峰方言などのカッタ形他の「拘束語基Ｂ」で，語幹の長母音が短音化しなか

ったのは，語基を３拍に保とうとする構造保持の力が働いたことが背後にあると考えら

れる。例えば，白峰方言で，「固い｣のka:tja(独立語基)，kaXto-nam(拘束語基Ａ),kaxta-katta

（拘束語基Ｂ）の語基はすべて３拍である。

４．３３語幹母音が短母音の方言の場合

その他の方言で，take１，takoXnamのように語幹の母音が短く，融合母音が長く現れる

方言については，二つの場合があると推定する。すなわち，一つはかなり早い段階で語

幹の長母音は短音化し，その後に融合母音が生じ，それが長母音として現れる場合

（taxkaki＞takai＞takex，taxkaku＞takau＞ｔａｋｑ)，もう一つは，第１音節の長母

音を保ったまま，語幹末母音の融合が起きて，表２２で述べた［長］［長］の形が生じた

が，その後[短］［長]へと変化した場合である（taXkeX＞tak豆，ｔ型kqnaru＞takqnam)。

この変化には，かなり早い段階で語幹の長母音が短音化した有力方言，すなわち標準語

形等の影響が背後にあったと推定される。これらの語形が新潟県内および大分県でも長

母音地域内やその周辺部で見られる場合は，後者のプロセスを経て成立した可能｣性があ

る。

4.4広範なエリアの長音化とその保持

二つの仮説以外の第３の説について考える。この説は，現在語幹の長い形容詞が現れ

ている地域を結ぶ広範なエリアで，ある時期長音化が起こり，その後それらを分断する

ように長母音が失われたとするものである。先にあげた「長音化の仮説」と「長母音保

持の仮説」を折衷した仮説である22°その広範なエリアとは，例えば，新潟県北部，長

野県北部，石川県，島根県，九州北東部を広く覆う日本列島の日本海側半分のようなも

のを想定し得る。

しかし，この折衷案はつまるところ「長音化の仮説」の－種で，長音化が適用される

範囲が広範であるだけである。結局，その長音化がどういう原因で起こったのかの説明

が求められる。

４５通時的考察のまとめ

語幹の長母音に関する歴史的な解釈には，多くの問題を残すが，この小節では筆者が

考える仮説をまとめる。

①新潟県諸方言，石川県白峰方言，長野県秋山郷方言，島根県西ノ島町方言，大分県

国東宇佐方言に関して次のような推定をする。すなわち，これらの方言で現れる形容詞
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語幹の長母音は，多くの現代諸方言で現れる短母音より相対的に古いと推定する。多く

の方言では，一つの長母音の音節が短音化した変化（[長］＞［短］,utoxta＞，utota）が

生じたが，長い音節が連続している場合は，後ろの音節だけが短音化した（[長］［長］

＞［長］［短］ｔ里k里＞ｔ型ke，ｔ型kqnam＞taxkonam)。その制限のために，母音融合

のある語形に多く現れるようになったと推定する。

②和歌山県田辺市龍神村，１日大塔村に関しては次のような推定をする。すなわち，旧

大塔村方言では，形容詞語幹の長母音・促音・擬音は，音韻によって条件づけられて現

れるが，歴史的には，龍神村方言のような音韻の条件に関係なく長母音が現れるのがも

との形で，促音・擢音はそこから変化したものと推定する。しかし，そのもとの形の長

母音は，①で想定した長母音と同じ性質のものという推定は，今のところできない。こ

れらの方言では，語幹の最初の音節が長く，アクセントが低起式で現れる様式（ター[力］

イ,ヒー[ｸ]イＣＶｘ[CV]i）が新たに発生した可能性がある。また，同様の様式が，本州西南

部でだけでなく，高知県・愛媛県を結ぶさらに広いエリアにまたがっているという想定

も可能かもしれない。その形式の由来は「語形」としての「強調形」の可能性が残され

る。

５．残された問題点

本稿では，「語幹の長い形容詞」について，これまでどのような記述がなされてきたか

を整理し，筆者が行った形容詞体系の記述結果を述べた。この現象が現れる諸方言のな

かで，音韻条件と関係する高知県方言については，現地調査ではなく，先人の記述に依

った。また，タッゲァ《高い》などの促音が現れる山形県諸方言や岩手・宮城各県の状

況などがほぼ手つかずのまま残った。東北地方の促音形については，比較的大きな規模

の調査が必要となってくるであろう。これらが明らかになってあとで,新潟県や秋山郷，

白峰，隠岐，大分等の長母音との関連性を考えれば，日本語全体の歴史としてより意味

をもってくるであろう。この点については別の機会を待ちたい。

和歌山県方言の場合は，「強調」という記述があり，音韻条件が関わっている点，また

アクセントの中和がある点で，他の方言と異なる扱いをしたが，これとて，長母音保持

の説にねじ込むことができる。

現代語の日本語形容詞に汎用的に用いられる強調様式は，語尾イの前を延ばすものが

一般的である（タカーイ，アマーイ，ツメターイなど)。そして，これらは先に述べた「パ

ラ言語的な強調」であると考えられる。バラ言語的な様式であっても，これまでの記述

で見たような，語幹の第１母音を延ばす様式は一般的ではない（松本恵美子1998)。現

代語の感覚からではあるが，ターカイ等の元になった第１音節長母音の強調形式が本当

に存在したか，疑義を差し挟むこともできよう。長母音保持の仮説からすれば，長母音
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の“強調形,’は本来の形であり，短母音の新しい“通常形,’を外から導入した段階で，

長母音形に「強調」のコノテーションを与え，アクセントも変化させたと言えなくもな

いのである。

本稿の「語幹の長い形容詞」の長母音に関する通時的な考察では，』思い切った仮説の

側についたが，残された重要な問題もある。一つには，これらの長母音は，形容詞の各

活用形にしか現れず，長母音が盛んに見られる方言であっても，「高さ，長生き，高まる」

などの派生した名詞・動詞や「赤，黒」など同一語根の語には，それが現れないことが

あげられる。また，何よりも，こうした長母音が方言以外の中央語の文献に出てこない

ことも問題として残る23．元来長母音は，古い時代の文献では表記されない傾向にある

が，それでも中世末以降の事例のなかにさえ，形容詞語幹の長母音を反映させた証拠が

見いだせないのは気になる。もし，形容詞語幹の長母音については，文献に望みをかけ

られないとすれば，方言に現れた現象の綿密な比較研究しか手がかりがないことになる。

「語幹の長い形容詞」について，まだ発見されていない，あるいは十分に認識されてい

ない方言データの出現が今後の解明の鍵を握っているかもしれない。

注

１本稿では考察の範囲を本士方言とする。琉球方言の「高い」の項目は*takasa-ariのｋの脱落

によって起きたtaasa‐等の長母音の形式が多く現れ，現段階の筆者では，どの形式が本来の長

母音か判定が難しいからである。

２促音の例として，接尾辞-kaをもつタカカから生じたダッカ，tak且kattaの２拍目の母音が落

ちたタッカッタ等はここから除く。

３井上(2000:236)の「2111暗<ない」の図では，確かにＫＵＵＲＥＡＧＵＮＥＡの語形が庄内各地

の若年層に見える。ここから，語幹の３音節化（長音化）を想定しているようだが，鶴岡では

逆に最も高年層にＫＵＵＲＡＧＵＮＥＡ（無活用化していない）の語幹の長い形が見られる。後に

示すように，鶴岡では語幹に長母音をもつ形は古い層に属していると思われる。

４秋山郷方言においては長母音の語形がほとんどであるが，「熱(暑)い」はアッツェ]－のような

促音の形である。このような促音形は主に東北から関東にかけて広い分布域を持つ。「現代日

本語方言大辞典」で拾うことができる地点は，青森県弘前市，八戸市，岩手県盛岡市，安代町，

秋田県秋田市，河辺町，山形県余目町，新潟県新潟市，千葉県袖ヶ浦市，山梨県甲府市，長野

県秋山郷，富山県五箇山である。後の３．１で示す新潟県関川村方言の，aQce《熱(暑)い》と，a2ze

《厚い》の対立も参照。

５ここでの「語幹」末母音は，正確には後の定義でいう「語基」末母音のことであるが，先行

研究紹介の段階での定義は煩雑であるし，理解に支障がないものとみて，一般的な「語幹」と

いう用語のままにしておく。

６標準語との対比から，語尾-kodeをko-deと二つに切って-ko-を語幹に付く接辞の－種とも考

え得るが，ここでは語幹の種類を見るのが目当てなので，単純に-kodeを－つの語尾と考える。

７表６のリストのうち，「ヒツクイ」は原著表記「ヒツケイ」とあるが，「ヒッカ（熟柿),ヒ

ツケイ（低い)，ビツクラ（びっくり）」の見出し語掲載順から見て，「ヒツクイ」の誤植であ

ろう。

8[アオ]イ（青い）のアクセントは誤植ではないであろう。中井幸比古「高知市方言アクセント

小辞典」でもＨ２,ＯＫの記録がある。

９服部（1933:20）ではさらにアシカ[ｲ]という音調もアクセントの資格を得ようとしていると

述べられている。
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1Oこれらの音素表記は特別なものを含んでいる。長母音後半のモーラ音素を表す記号として

「x｣，促音のモーラ音素は「Q｣，「シ，ショ」はJi，Ｊｏ（関川）で，「チャ」はtja（白峰）とす
る。これらの表記法を用いるのは音声の実質がイメージされやすく，形容詞の語幹の形を一貫
させることができるためである。

１１「Ｍ活用群」はMoodに由来し，「P活用群」はPropositionに由来する。命題全体について話
し手の判断を付加するとき，独立語基が選択されるのに対し，テンスや極`性など命題内容その

ものに関係する場合には，拘束語基が選択される。このような２極に活用の形式が単純化して
いるのは，後に述べる「拘束語基Ｂ」が「拘束語基Ａ」に統合されたことによる。
１２「へだるい」は「空腹な」の意味。「明るい」以外で，‐uiで終わる４拍形容詞がないため偲
言形をあげる。

l3namaUuXSja《生十臭い》や，miXniki《醜い（見＋にくい)》などの複合語はこの限りではない。

'４ヤーシーのシーの音は[six]で，［s]は口蓋化が少ない（日高貢一郎氏の指摘により確認)。
'5ｓi語幹の「欲しい」はこの方言ではあまり用いず，普段は別語のヨーナイを使用する。
1６いうまでもなく「～ことはない｣の由来である｡予想されるターカネーなどの形は用いない。
GAJも～コタァネーの形を記録する。

１７タカカラーズンとも。この語形はタカカラ＋ウズに由来すると思われる。ただし語末のンは
不詳。

182005年５月，｜日田辺市と合併した|日日高郡龍神村，旧西牟婁郡中辺路町，旧東牟婁郡本官
町は，それぞれ田辺市龍神村～，田辺市中辺路町～のように，字名の前に旧町村名をそのまま

残したのに対し，旧西牟婁郡大塔村は田辺市のあとに直接字名が続く。なお，本稿の調査地点
の田辺市熊野（ゆや）は１日西牟婁郡大塔村熊野のことであり，有名な田辺市本官町本官（旧東
牟婁郡本官町）熊野大社とは別の地点である。

１９表２０でも示したように，旧龍神村ではホッソイ，ヤッスイの促音形が見られる。これらは
促音への分化の初期段階が現れたと見る。表６の『和歌山縣方言」の例を見ると，摩擦音/s／
をもつ語形は長母音形をもたず，促音形が地理的に広範囲に分布していることがわかる。おそ
らく長母音の変質は，摩擦音の促音化から始まった可能性があると思われる。
20定延利之（2005:126f)。また同書p66fにはイントネーションがアクセントを無効にする例
があげられる。なお，その指摘は早<に服部（1933:17f）に見られる。
２１助川泰彦・前川喜久雄・上原聡(1999)は，長い二つの音節が連続するとき，後半の長母音が
短音化して発音されやすいこと，また，知覚の面でも非語頭の短音化は見逃されやすいことを
実証している。

２２この説は，第７８回日本方言研究会（2004年５月２１日，於：実践女子大学）で，筆者が骨
子を発表したあとに，加藤正信氏（いわき明星大学）から伺った意見である。
２３この点については，柳田征司(1993)の第３節，「古代語の長音と中世語．近世語の長音」
(ppl27-170)を参照した。
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調査報告１－』，秀英出版，pp81-140

新田哲夫(2002）「石川県白峰方言の形容詞一語形とアクセントー」平成１４年度文部科学省補助金

（特定領域研究）研究成果報告書，上野善道編「消滅に瀕した方言アクセントの緊急調査研究

３｣，ppl43-171

新田哲夫(2004a）「ＮＨＫ全国方言資料（石川県石川郡白峰村白峰）改訂と注釈」「金沢大学文学部
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論集言語・文学篇」２４，pp29-63

新田哲夫(2004b）「方言に見られる形容詞語幹の長音」「日本方言研究会第７８回研究発表会発表原

稿集』，pp35-46

日本放送協会編(1999）「CD-ROM版全国方言資料全１２巻｣，日本放送出版協会

服部四郎(1933）「アクセント方言」「國語科學講座Ⅶ第三輯國語方言學」明治書院，ｐｐｌ－７４

姫島村史編纂委員会編(1986）「姫島村史』，大分県東国東郡姫島村

平山輝男・大島一郎・大野眞男・久野眞・久野マリ子・杉村孝夫編(1992)「現代日本語方言大辞典

第１巻｣，明治書院

平山輝男・大島一郎・大野眞男・久野眞・久野マリ子・杉村孝夫編(1993)『現代日本語方言大辞典

第７巻索引I」明治書院

廣戸惇・大原孝道(1953）「山陰地方のアクセント｣，報光社

馬瀬良雄編(1982）「信州の秘境秋山郷のことばと暮らし』，第一法規

馬瀬良雄編(1992）「長野県史方言編全１巻｣，長野県史刊行会

松田正義・糸井寛一(1993）『方言生活３０年の変容上巻」桜楓社

松田正義・日高貢一郎(1993）『方言生活３０年の変容下巻』，桜楓社

松田正義・日高貢一郎(1996）『大分方言３０年の変容』，明治書院

松本恵美子(1998）「強調表現の位置と効果についての覚え書き：現代日本語の形容詞の場合」『言

語学論集』，京都大学総合人間学部基礎科学科情報科学講座，pp55-68

村内英一(1982）「和歌山県の方言」『講座方言学７近畿地方の方言』，国書刊行会，ppl69-193

村内英一(1959）「和歌山県東牟婁郡高池町（新古座川町)」『日本方言の記述的研究』明治書院，

ｐｐｌ６７－１８７

柳田征司(1993）「室町時代を通して見た日本語音韻史」武蔵野書院

吉田澄夫(1931）「新潟方言二三」「方言』２，pp34-41

與田左門(1933）「紀北方言の形容詞」『土の香』９－１土俗趣味社，ｐｐｌ－６

和歌山縣女子師範學校・和歌山縣日方高等女學校(1933）「和歌山縣方言」

渡辺富美雄(1992）「新潟市方言｣，平山輝男他編(1992）『現代日本語方言大辞典第１巻』，明治書

院，総論編ppl43-148

付記

この論文を作成するにあたり，新潟県関川村朴坂，粟島浦村内浦，長野県栄村小赤沢・和山，石

川県白山市白峰，和歌山県田辺市|日龍神村宮代・'日大塔村熊野，島根県海士町・西ノ島町美田・赤

之江，知夫村郡，大分県安心院町飯田，香々地町香々地，豊後高田市払田，姫島村の話者の方々に，

お世話になった。また，新潟県関川村「せきかわ歴史とみちの館｣，長野県栄村秋山総合センター

「とねんぼ｣，田辺市教育委員会龍神支所，島根県海士町教育委員会，海士町中里「ひまわり｣，島

根県西ノ島町浦郷公民館，大分県姫島村教育委員会の方々の協力を得た。記して御礼申し上げる。

また，大分県調査のさいには，大分大学の日高貢一郎氏にお世話になった。西田祐史氏の卒業論
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文の閲覧の機会を与えてくださったのも日高氏である。記して御礼申し上げる。

本研究の骨子は，日本方言研究会第７８回研究発表会（2004年５月２１日，実践女子大学）で発

表したことがある。発表後，白峰の他に，大分，隠岐，和歌山の補充調査を行った。

本研究は，平成１６，１７年度科学研究費補助金基盤研究(C）研究課題番号16520275「石川県白峰

方言の調査研究と方言語彙のデータベース化」（研究代表者:新田哲夫)の一部を使って行われた。

提出した報告書には本稿とほぼ同内容の論文が掲載されているが,本稿はそれを書き改めたもので

ある。

２００６年１２月記す

追記

本稿脱稿後，この内容を，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所共同研究プロジェク

ト「音韻に関する通言語的研究」2006年度第３回研究会（2007年３月３日，東京外国語大学アジ

ア・アフリカ言語文化研究所大会議室）で発表した。この研究会において，早田輝洋先生，上野善

道先生,湯川恭敏先生,松森晶子先生より有益な意見･質問をいただいた｡記して感謝申し上げる。

特に早田先生から「全ての形容詞の語幹母音が長かったと考えるのかどうか｡」という質問に対し

て，「全ての形容詞の語幹母音が長いと考えているのではない。すなわち短母音のものと長母音の

ものがあったと考える。ただ，どの語が該当するか選別は難しいが，今回取り上げた語のかなりの

部分は長かったと考える，少なくともＬＡＪの資料（本稿表２）の「細い」の項目はその現れから，

長いとせざるを得ないと思う｡」と答えた。本稿の本文にそのことが十分に反映されていないが，

この追記で記すことにし，本文はそのままにしておく。さらに上野先生より「強調による長母音形

の発生に関して，強調形から通常形への変化と通常形の消失を否定する筆者の反論は弱い。例えば

動詞において，“強調,,的だった連体形の終止用法が現在の終止形に至って残る場合もある。こう

したことはあり得ることではないか｡」との指摘を受けた｡確かに一般的にはそのとおりであるが，

筆者が調査した地域の形容詞の長母音に関して，強調形からの変化が妥当であるか，未だに疑念を

抱いている。論拠の弱さは認めるが，これも本文をそのままにしておく。最後に，こうした発表の

機会を与えていただいた上記プロジェクト研究会chairの梶茂樹先生にも感謝申し上げる。

２００７年３月５日記す
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②
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⑤
⑥
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壜is、

⑨大分県安心院町飯田

⑩大分県姫島村

⑪大分県豊後高田市香々地

⑫大分県豊後高田市払田

⑬和歌山県田辺市龍神村宮代

⑭和歌山県田辺市熊野（旧大塔村）
図１調査地点
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表１GAJにおける｢語幹の長い形容詞」

地点番号地点名、項目137高<ない136高い(物）141高かつた138高くて139高<なる142高いだろう143高ければ144高いなら

新潟県vta2kFHrotake:bａ
46380’岩船郡山北町勝木tako2ne8naRkEbaⅦa2kmdaba

takaimono takakatta γtaRkote tako:naru take8ba

4647.69村上市本町飯野ゾtaksbavta1kEndnttnm
vta2kone γtaYkEmono Vta2kekatta γtaXkote Yta2konaru Vta2kero：

466642新潟市四ツ屋町1丁目takakulnaiゾtazkBbatakSmam
takaimono 、/taFkFk2tta vta:kote ゾtHRkEnaru takeErox

466722新発田市中曽根町3丁目takemeXvtaRkebaゾta:ke9andaba
takaimon vta:gekatta 、／taX9ote vta:konam ta9ero2

4675.45西蒲原郡巻町大字巻甲takanEvta:kebavta8kE9andattara
、／taHkemoN ゾta2k2k3tta γtaXkate vtakanam vta2kEro：

4676.57五泉市本町2丁目vta8konevta8ko:katt2mtakoEnara
、/ta:kemoN 、/ta2kEkatta vtaXkote 、/ta:konam rta:kero：

4684.77三島郡出雲崎町尼瀬2区、/ta8ko8nE,ｎａｉvtaxkEbaゾtagkEba
takaimono Vta2kEgkatta vtaXko:te Yta8koXnam takaidaro：

4686.51南蒲原郡下田村大字荻堀ゾtaHkonE takEmoN 、/taXkokatta 、/ta:kote γta8konaru γta:kSrQjja

4694.72拍崎市東本町1丁目vta2kakumaitakainara
takaimono vta2kakatta 、/ta:kate ′tagkanam ゾta8kero8 vta:kakelja takEndnke2

4695.46長岡市栖吉町 ゾtakakute vtaHkakumamｖtake:ro8

vta2kanaitakainmono、/taZkakattata8ke:ndattara，
takakereba

560428刈羽郡小国町大字新町vtaHka:nE8 vta:kEZmonoVtaXkE:kattatakakute 、／ta:kExro8 ゾtaXkeXkeba,ｋｅｊａヅゾta2kamaTu＿garattara,ｎａｒａ
5605.57北魚沼郡堀之内町大字堀之内takakune takaimono vta2kEkattａ 、/ta:kekute ゾta8kekunamvtaxkEdaroE,taxkEroXtakakeba Yta8kE9andaｒａ

長野県ｗ劇Yk盆kkeba5624.84下水内郡栄村大字堺字屋敷vta8kakonEZ 、/ta2kEZmoN vtagkERkke vtazkE:kode 、/tagkakonaroVta2kE8darazu ゾta8kBandara

ta:keLta:kE，take，
takekarazu， ta2kE,taka-，

vta:keld[e~,＿andara,andaba，、/ta:kake,takake-，

同村屋敷(併用形）‐karo:zukeja,kkeba,kkaba
γta:ke:kone2 Yta8kexkatta、/taka-,ta2ka‐ takako- ゾta:ke:bena8， ｿﾞkebakereba,

ta2kakks‐

keia,dareia

石川県タカケレァゾターキヤナラ
556695石川郡白峰村字白峰(GAJ）タコナイゾta:kakerjavta:kjanara

タカイモン タカカッタタコテ タコナル タカイヤロ

同村白峰(新田による）Yta:konai γtaxkjamoN vtaYkakatta vtaZkote 、/ta:konaru vta:kjajaro

島根県vtaEk歪dazratakakera,takakerjvtak8enara547149隠岐郡西ノ島町浦郷字本郷Ytazk6ekotonaeYta8k8emon takaka?ta taka8te taka2naru

大分県タケーナラタカケリャー7316.65東国東郡姫島村三区ゾターコネーゾターケーモンタカカッタタコーデタコーナルゾタカカロー'ター'ｗターカケリヤー

／:二王王～ﾀｰｹｰﾓﾝ：三1jHj老i'夕…ｉ／ﾀｰｺｰﾅﾙﾀｺﾀｶｰｶﾛｰ…ｶｰｹﾘﾔｰﾀｺｹﾘﾔｰ7325.86字佐市橋津タコーデ

、
①



表２ＬＡjにおける｢語幹の長い形容詞」

地点番号地点名
新潟県

4638.43岩船郡山北村大字大毎
4647.69村上市大字村上安楽町
4648.42岩船郡朝日村大字新屋
465842岩船郡関川村大字下関
4665.87西蒲原郡内野町字内野6番町
4667.33新発田市泉町
4667.76新発田市大字山内
467545西蒲原郡巻町甲
4684.77三島郡出雲崎町石井町
4685.１０三島郡寺泊町上荒屋
4685.72三島郡与板町南新町
4685.28三条市西四日町
4694.95刈羽郡北条町北条
5604.52刈羽郡黒姫村大字折居字餅糧
5605.57北魚沼郡堀之内町旭町
5606.83北魚沼郡湯之谷村大字大湯
5612.39高田市大町3丁目

石川県
5566.95石川郡白峰村字白峰

島根県
547259知夫郡西ノ島町赤之江
6403.60八束郡美保関町大字福浦

鳥取県
6413.43米子市糀町1丁目

大分県

7316.65東国東郡姫島村北浦
732641西国東郡真玉町大字黒土中村
7335.34字佐郡安心院町大字新原字峰ﾉ前
7335.93字佐郡安心院町大字寒水

三重県

6567.79鳥羽市神島町
656786鳥羽市答志町
6577.86志摩郡阿児町安乗

6585.25度会郡紀勢町柏崎
岡山県

646601西大寺市西大寺
広島県

64819o安芸郡蒲刈島町大字大浦
兵庫県

645826姫路市飾磨区御幸
岐阜県

5568.22吉城郡河合村羽根
福岡県

7343.14浮羽郡浮羽町大字小塩字小松堀
熊本県

7392.33八代市日奈久竹ノ内町
千葉県

671０５５市原郡南総町奉免
672067夷隅郡大多喜町小沢又

38<塩味が>うすい３７甘い 4O辛い 39塩辛い 21粗い 28赤い 2O太い 24細い 22小さい ２５細かい
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